
八
世
紀
前
半
に
お
け
る
ビ
ザ
ン
ツ
皇
帝
選
出
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス

ー
「
混
乱
の
時
代
」
の
皇
帝
た
ち
一

小

林

功
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門
要
約
】
　
七
世
紀
宋
か
ら
八
世
紀
初
頭
の
約
二
〇
年
間
、
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
は
頻
繁
な
政
権
交
代
と
、
そ
れ
と
密
接
に
関
連
し
た
内
政
の
混
乱
に
悩
ま
さ
れ

て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
「
混
乱
の
時
代
」
に
終
止
符
を
打
っ
た
の
が
レ
オ
ン
三
世
で
あ
る
。
本
稿
で
は
「
混
乱
の
時
代
」
か
ら
レ
オ
ン
三
世
へ
の
政
権
交

代
期
の
皇
帝
選
出
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
を
分
析
し
て
い
く
。
従
来
こ
う
し
た
分
析
に
際
し
て
は
、
テ
マ
な
ど
の
軍
の
影
響
力
が
重
視
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
本

稿
で
の
検
討
か
ら
、
地
方
に
拠
点
を
置
く
テ
マ
ー
1
軍
の
み
な
ら
ず
、
中
央
政
府
の
要
職
を
占
め
て
い
た
拳
々
の
動
向
も
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
レ
オ
ン
三
世
は
、
「
混
乱
の
時
代
」
の
皇
帝
た
ち
が
果
た
せ
な
か
っ
た
、
地
方
と
中
央
の
双
方
の
支
持
を
集
め
る
こ
と
に
成
功

し
、
そ
れ
が
レ
オ
ン
三
世
が
長
期
に
わ
た
っ
て
帝
位
を
維
持
で
き
た
要
因
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
史
林
八
六
巻
｝
号
　
二
〇
〇
三
牟
…
月

は
　
じ
　
め
　
に

ペ
ル
シ
ア
と
の
戦
い
や
ア
ラ
ブ
の
勃
興
、
バ
ル
カ
ン
半
島
で
の
ス
ラ
ヴ
人
の
定
住
、
そ
し
て
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
影
響
力
後
退
な
ど
、
六
世

紀
後
半
以
降
の
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
は
四
周
か
ら
の
、
長
期
に
わ
た
る
脅
威
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
。
六
四
〇
年
代
ま
で
に
ア
ラ
ブ
に
東
方
木
蝋
の
大

半
を
奪
わ
れ
て
以
降
、
七
世
紀
後
半
に
対
外
状
況
は
一
時
膠
着
状
態
と
な
っ
て
い
た
が
、
七
世
紀
末
以
降
状
況
は
再
度
悪
化
し
て
い
っ
た
。
力
　
囲

ル
タ
ゴ
を
中
心
と
す
る
北
ア
フ
リ
カ
の
喪
失
（
六
九
八
年
）
や
、
第
二
次
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
包
囲
（
七
一
七
－
七
一
八
年
）
に
い
た
る
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小
ア
ジ
ア
で
の
ア
ラ
ブ
軍
の
攻
勢
、
さ
ら
に
バ
ル
カ
ン
半
島
で
の
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
脅
威
な
ど
に
、
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
は
悩
ま
さ
れ
た
。

　
こ
の
時
期
は
ま
た
、
国
内
の
政
情
も
不
安
定
だ
っ
た
。
す
な
わ
ち
六
九
五
年
の
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ノ
ス
ニ
世
（
在
位
六
八
五
－
六
九
五
、
七
〇
五

…
七
一
一
年
）
の
失
脚
か
ら
、
七
一
七
年
の
レ
オ
ン
三
世
（
在
位
七
　
七
…
七
四
～
年
）
の
即
位
ま
で
の
期
間
に
、
六
人
の
皇
帝
が
相
次
い
で
交
代

し
た
の
で
あ
る
。
短
期
間
で
の
政
権
交
代
の
連
続
は
、
帝
国
を
め
ぐ
る
対
外
状
況
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
先
述
し
た
対
外
状
況
の
悪
化

も
、
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
国
内
の
混
乱
に
助
け
ら
れ
た
側
面
が
多
分
に
存
在
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
内
外
の
困
難
な
状
況
が
収
拾
さ
れ
た
の
が
レ
オ
ン
三
世
の
時
代
だ
っ
た
。
レ
オ
ン
三
世
は
即
位
直
後
の
一
年
に
及
ぶ
ア
ラ
ブ
の
コ

ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
包
囲
戦
を
乗
り
越
え
た
後
、
二
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
皇
帝
の
座
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
地
位
は
息
子
の
コ
ン
ス

タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
五
世
（
在
位
七
四
一
－
七
七
五
年
）
に
継
承
さ
れ
て
い
く
。
親
か
ら
子
へ
の
帝
位
継
承
は
、
実
に
五
六
〇
年
ぶ
り
の
こ
と
で
あ
っ

た
。　

だ
が
、
レ
オ
ン
三
世
時
代
の
政
情
が
最
初
か
ら
安
定
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
レ
オ
ン
三
世
時
代
に
は
、
な
お
ア
ラ
ブ
の
脅
威
が
過
去
の

も
の
に
な
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
イ
タ
リ
ア
で
も
、
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
地
位
は
ラ
ン
ゴ
バ
ル
ド
の
攻
勢
や
ロ
ー
マ
教
皇
な
ど
の
自
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

化
傾
向
に
よ
っ
て
危
機
に
瀕
し
て
い
た
。
国
内
の
状
況
も
な
お
不
安
定
で
、
反
乱
も
繰
り
返
し
て
起
き
て
い
る
。
例
え
ば
即
位
直
後
、
シ
チ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ア
島
で
は
対
立
皇
帝
が
現
れ
て
い
る
し
、
七
一
九
年
頃
に
は
元
皇
帝
の
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ
世
（
在
位
七
一
三
－
七
一
五
年
）
に
よ
る
ク
ー
デ

タ
ー
計
画
が
露
見
し
た
。
七
二
〇
年
代
の
後
半
に
は
ヘ
ラ
ス
・
キ
ク
ラ
デ
ス
諸
島
で
反
乱
が
起
き
、
反
乱
軍
の
艦
隊
が
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

プ
ル
近
海
ま
で
迫
っ
て
き
て
い
る
。

　
要
す
る
に
六
世
紀
後
半
以
降
、
内
外
と
も
に
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
が
落
ち
着
き
を
取
り
戻
す
の
は
、
実
に
レ
オ
ン
三
世
の
治
世
後
半
で
あ
っ
た
。

そ
の
中
で
も
特
に
七
世
紀
末
か
ら
八
世
紀
初
頭
の
約
二
〇
年
間
は
、
混
乱
が
頂
点
に
達
し
た
時
期
だ
っ
た
。
こ
の
二
〇
年
間
は
既
に
多
く
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

人
々
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
に
表
現
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
混
乱
の
時
代
」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
、
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
に
と
っ
て
非
常
に
困
難

な
時
代
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
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⑤

　
こ
の
時
期
の
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
に
お
け
る
政
権
交
代
や
政
情
不
安
に
つ
い
て
は
、
七
世
紀
に
姿
を
現
し
つ
つ
あ
っ
た
テ
マ
と
の
関
連
で
言
及
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
。
確
か
に
こ
の
時
期
の
反
乱
や
政
権
交
代
に
際
し
て
は
、
中
谷
功
治
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
テ
マ
・
オ
プ
シ
キ
オ
ン
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

中
心
と
す
る
テ
マ
の
関
与
が
明
確
に
認
め
ら
れ
、
国
内
政
治
に
お
い
て
も
テ
マ
の
持
っ
て
い
た
重
要
性
は
否
定
で
き
な
い
。

　
し
か
し
、
テ
マ
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
軍
事
的
側
面
に
あ
ま
り
に
傾
斜
し
た
視
点
か
ら
、
七
－
八
世
紀
の
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
国
内
政
治
の
混

乱
を
説
明
す
る
だ
け
で
は
、
分
析
は
不
十
分
で
あ
る
。
テ
マ
の
反
乱
や
陰
謀
が
全
て
、
現
皇
帝
の
打
倒
の
た
め
首
都
に
向
か
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
内
政
の
混
乱
は
、
最
終
的
に
は
中
央
に
お
け
る
皇
帝
選
出
を
め
ぐ
る
問
題
に
帰
着
し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ

え
、
こ
の
時
期
の
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
政
治
の
動
向
を
検
討
す
る
場
合
に
は
、
テ
マ
の
み
な
ら
ず
首
都
の
諸
政
治
勢
力
・
集
団
の
動
き
を
念
頭
に

置
き
つ
つ
、
皇
帝
選
出
の
経
過
を
分
析
す
る
必
要
性
が
あ
る
。
実
際
、
皇
帝
選
出
の
際
に
は
テ
マ
以
外
の
集
団
が
明
ら
か
に
関
与
し
て
お
り
、

そ
の
影
響
力
を
無
視
で
き
な
い
。
例
え
ば
、
先
述
し
た
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ
世
は
テ
マ
と
は
関
係
の
な
い
、
首
都
の
文
官
で
あ
っ
た
。
ま
た
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

九
五
年
や
六
九
八
年
の
政
変
の
際
に
は
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
デ
ー
モ
ス
が
関
与
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
時
期
の
ビ
ザ
ン
ツ
の
政

治
動
向
を
検
討
す
る
際
に
は
テ
マ
の
み
な
ら
ず
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
諸
政
治
勢
力
・
集
団
の
動
き
を
も
念
頭
に
置
か
ね
ば
な
ら
な

い
。
従
来
の
研
究
で
は
、
こ
う
し
た
集
団
に
対
す
る
関
心
が
テ
マ
に
対
し
て
よ
り
も
希
薄
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

　
本
稿
の
課
題
は
、
こ
れ
ま
で
も
多
く
の
研
究
者
の
関
心
を
集
め
て
き
て
い
た
テ
マ
の
み
な
ら
ず
他
の
要
素
を
も
考
慮
に
入
れ
て
、
七
世
紀
末

一
八
世
紀
初
頭
の
「
混
乱
の
時
代
」
、
及
び
レ
オ
ン
三
世
へ
の
政
権
交
代
期
の
、
皇
帝
選
出
時
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
や
、
そ
の
際
の
帝
国
の
諸
集

団
の
動
向
を
分
析
す
る
こ
と
で
あ
る
。
換
逸
す
れ
ば
、
皇
帝
に
選
任
さ
れ
、
そ
し
て
そ
の
地
位
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
要

素
が
必
要
な
の
か
を
、
検
討
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
本
稿
で
は
紙
幅
の
関
係
な
ど
か
ら
、
主
な
考
察
の
対
象
を
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ

世
と
レ
オ
ン
三
世
に
絞
り
込
む
。
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ
世
は
「
混
乱
の
時
代
」
の
皇
帝
の
一
人
で
あ
る
と
同
時
に
、
先
述
し
た
よ
う
に
レ
オ
ン

三
世
に
対
す
る
陰
謀
を
企
図
し
て
、
殺
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
。

　
長
期
的
な
視
野
に
た
っ
て
も
、
本
稿
で
議
論
す
る
時
期
は
大
き
な
意
味
を
持
つ
。
古
代
末
期
の
、
い
わ
ゆ
る
後
期
ロ
ー
マ
帝
国
の
諸
体
制
は
、
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六
世
紀
以
降
の
内
外
の
状
況
の
変
化
に
よ
っ
て
、
徐
々
に
変
容
を
遂
げ
て
い
く
。
こ
れ
は
政
治
体
制
の
み
な
ら
ず
、
文
化
的
な
側
面
で
の
変
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

な
ど
を
も
含
む
大
規
模
な
変
化
だ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
長
期
に
わ
た
る
変
化
を
経
て
、
新
た
な
ビ
ザ
ン
ツ
国
家
が
ほ
ぼ
そ
の
姿
を
示
す
の
が
入

　
　
　
　
　
　
　
⑨

世
紀
前
半
で
あ
る
。

　
本
稿
で
扱
う
時
期
は
、
こ
う
し
た
長
期
間
に
及
ぶ
変
容
の
過
程
の
最
後
の
時
期
に
相
当
す
る
。
ゆ
え
に
本
稿
で
の
考
察
は
、
八
世
紀
前
半
と

い
う
短
い
期
間
の
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
一
局
面
の
考
察
に
と
ど
ま
ら
ぬ
意
味
を
も
持
つ
。
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
ビ
ザ
ン
ツ
国
家
が
ど
の
よ
う
な
原
理

の
も
と
、
機
能
し
て
い
た
の
か
。
そ
の
中
で
、
皇
帝
は
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
て
い
た
の
か
。
本
稿
で
の
検
討
か
ら
、
こ
う
し
た
こ
と
に
対

す
る
手
が
か
り
も
得
ら
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

①
レ
オ
ン
ヨ
世
時
代
の
対
外
状
況
に
鎖
し
て
は
、
拙
稿
「
最
後
の
「
海
の
軍
人
皇

　
帝
扁
ー
ー
レ
オ
ン
三
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と
ビ
ザ
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ツ
艦
隊
1
」
『
オ
リ
エ
ン
ト
』
四
五
－
一
、

　
二
〇
〇
二
年
、
一
八
－
三
六
頁
（
以
下
、
拙
稿
㈲
と
略
）
、
第
皿
・
W
章
も
参
照
。

②
↓
冨
。
筈
碧
Φ
ρ
O
専
§
豊
ミ
鼻
い
⑦
首
臥
σ
q
し
。
。
。
。
G
。
よ
（
以
下
、
↓
冨
。
冨
．
と

　
略
）
り
竈
．
G
。
Φ
。
。
ゐ
8
．
”
蜜
犀
①
喜
。
毎
ω
り
切
越
混
霜
建
ミ
奪
き
誌
ミ
葺
≦
霧
げ
一
p
α
q
［
8

　
0
．
○
；
下
り
Φ
O
（
以
下
、
罫
『
と
略
）
w
o
『
．
O
伊

③
臣
8
讐
‘
署
誌
8
．
H
察
ぎ
》
。
群
8
．

④
例
え
ば
ケ
ー
ギ
は
、
↓
≦
魯
ぞ
亡
国
誘
。
｛
〉
昆
8
ξ
．
、
中
谷
功
治
氏
は
「
混
乱

　
の
二
〇
年
」
な
ど
と
表
現
し
て
い
る
。
≦
．
国
．
内
器
α
q
一
7
▼
身
§
§
馬
ミ
需
ミ
q

　
窪
、
§
二
身
・
c
。
轟
㌦
郎
出
陣
繕
普
鳶
、
ミ
§
甲
》
ヨ
ω
〔
Φ
門
辞
β
一
り
。
。
縛
”
竈
・
一
。
。
①
幽
O
。
。

　
（
0
ぎ
℃
［
①
二
〇
）
．
一
中
谷
功
治
「
テ
マ
反
説
と
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
－
咽
テ
マ
日
シ

　
ス
テ
ム
』
の
展
開
1
」
噸
西
洋
史
学
』
　
…
四
四
、
一
九
八
六
年
、
二
月
ー
四
〇

　
頁
、
二
七
頁
。

⑤
こ
の
時
期
の
テ
マ
に
関
し
て
は
さ
し
あ
た
っ
て
、
即
－
い
い
籏
㊥
；
〉
茜
げ
2
§
飢

　
↓
冨
ヨ
Φ
戸
N
ニ
ヨ
聾
ロ
津
ゆ
匙
興
餌
袋
営
。
・
。
げ
量
切
巷
碧
臨
8
窪
｛
蝕
Φ
享
母
艮
ぎ
挙

　
畠
Φ
ζ
一
一
一
響
。
「
α
q
山
巳
。
。
魯
。
口
、
．
▼
貯
”
》
〈
b
磐
興
8
（
巴
■
）
”
§
馬
身
§
§
馬
§
へ

　
鳴
ミ
⑤
翻
貯
§
驚
さ
ミ
肉
犠
論
臼
．
9
ミ
爵
肉
象
ミ
逡
跨
§
蹴
臨
謹
§
”
℃
凱
口
8
8
P

　
一
⑩
O
伊
ω
．
軽
N
一
個
①
ρ

⑥
中
谷
前
掲
論
文
参
照
。

⑦
判
ゲ
オ
ル
ギ
オ
ス
年
代
記
』
に
よ
る
と
、
六
九
五
年
に
レ
オ
ン
テ
ィ
オ
ス
は

　
「
夜
の
間
に
青
組
の
デ
ー
モ
ス
に
よ
っ
て
皇
帝
と
歓
呼
さ
れ
た
」
。
Ω
①
9
σ
q
ご
し
。

　
ζ
o
臣
。
芽
。
。
”
Q
　
、
§
紳
§
曽
い
㊦
甘
虹
σ
Q
w
一
⑩
O
A
（
以
下
、
Ω
ζ
と
略
）
も
袖
ω
一
9
ま
た

　
六
九
入
年
に
つ
い
て
も
、
ア
プ
シ
マ
ロ
ス
が
緑
組
の
デ
ー
モ
ス
に
よ
っ
て
歓
呼
さ

　
れ
た
と
す
る
年
代
記
が
存
在
す
る
。
≧
・
O
§
Φ
δ
戸
O
ミ
器
き
ら
§
謹
、
ヒ
u
N
ミ
肋

　
§
駄
♀
§
窮
ミ
肉
§
ミ
§
糺
摯
韓
§
§
罫
O
改
。
算
お
♂
も
℃
’
N
鶏
幽
①
○
。
．

⑧
拙
稿
「
六
一
七
世
紀
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
に
お
け
る
都
市
景
観
の
変
化
…
翼
ポ

　
リ
ス
』
か
ら
『
カ
ス
ト
ロ
ン
㎞
へ
」
説
の
再
検
討
i
」
閥
西
洋
史
学
』
二
〇
六
、

　
二
〇
〇
二
年
、
一
…
二
三
頁
も
参
照
。

⑨
9
い
国
田
匡
。
p
陸
捜
§
§
ミ
§
§
浄
尊
ミ
訪
O
§
き
望
妹
ぎ
寄
§
弩
ミ
ミ
ー

　
職
§
駄
匙
O
ミ
ミ
魯
O
§
ぴ
臣
σ
q
p
む
鵠
沼
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二
　
「
混
乱
の
時
代
」
の
皇
帝
た
ち
の
経
歴

　
本
章
で
は
、
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ
世
と
レ
オ
ン
三
世
の
時
代
の
考
察
に
先
立
っ
て
、
六
九
五
年
か
ら
七
一
七
年
ま
で
の
「
混
乱
の
時
代
」
に

帝
位
に
あ
っ
た
人
物
た
ち
の
経
歴
を
概
観
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
の
時
期
に
皇
帝
に
選
任
さ
れ
る
た
め
の
基
本
的
な
条
件
が
ど
の

よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
あ
ら
か
じ
め
把
握
し
て
お
き
た
い
。

八世紀前半におけるビザンッ皇帝選出のダイナミクス（小林）

　
の
　
レ
オ
ン
テ
ィ
オ
ス
（
在
位
六
九
五
－
六
九
八
年
）

　
レ
オ
ン
テ
ィ
オ
ス
は
バ
ト
リ
キ
オ
ス
の
爵
位
を
持
ち
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
四
温
（
在
位
六
六
八
－
六
八
五
年
）
と
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ノ
ス
ニ

世
の
最
初
の
治
世
の
時
期
、
テ
マ
・
ア
ナ
ト
リ
コ
ン
の
ス
ト
ラ
テ
ー
ゴ
ス
（
長
官
）
な
ど
と
し
て
活
動
し
て
い
た
軍
人
で
あ
る
が
、
ユ
ス
テ
ィ

ニ
ア
ノ
ス
ニ
世
の
不
興
を
買
っ
て
六
九
二
年
頃
か
ら
投
獄
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
六
九
五
年
に
解
放
さ
れ
、
テ
マ
・
ヘ
ラ
ス
の
ス
ト
ラ
テ
ー
ゴ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ス
と
し
て
赴
任
す
る
直
前
に
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
っ
て
皇
帝
と
な
っ
た
。

　
㈲
　
テ
ィ
ベ
リ
オ
ス
三
世
（
ア
プ
シ
マ
ロ
ス
）
（
在
位
六
九
八
一
七
〇
五
年
）

　
カ
ル
タ
ゴ
が
ア
ラ
ブ
軍
に
征
圧
さ
れ
た
の
を
奪
圓
す
べ
く
、
六
九
七
年
に
北
ア
フ
リ
カ
に
艦
隊
が
派
遣
さ
れ
た
。
こ
の
艦
隊
に
参
加
し
、

「
コ
リ
ュ
コ
ス
に
拠
点
を
持
つ
キ
ビ
ュ
ラ
イ
オ
タ
イ
の
ド
ゥ
ル
ン
ガ
リ
オ
ス
（
司
令
官
）
」
で
あ
っ
た
の
が
ア
プ
シ
マ
ロ
ス
で
あ
る
。
こ
の
艦
隊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

が
六
九
八
年
に
反
乱
を
起
こ
し
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
を
制
圧
し
た
際
、
ア
プ
シ
マ
ロ
ス
が
皇
帝
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
シ
リ
ア
単
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

料
に
よ
る
と
、
彼
は
即
位
す
る
前
に
ス
ラ
ヴ
人
に
対
す
る
戦
勝
を
あ
げ
て
い
る
と
い
う
。
「
コ
リ
ュ
コ
ス
に
拠
点
を
持
つ
キ
ビ
ュ
ラ
イ
オ
タ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

の
ド
ゥ
ル
ン
ガ
リ
オ
ス
」
の
解
釈
に
つ
い
て
は
議
論
が
あ
る
が
、
彼
が
比
較
的
高
い
地
位
に
あ
っ
た
軍
人
だ
っ
た
こ
と
は
疑
え
な
い
。

　
㈲
　
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ノ
ス
ニ
世
（
再
）
（
在
位
七
〇
五
一
七
一
　
年
）

　
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ノ
ス
ニ
世
は
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
四
世
の
息
子
で
、
七
〇
五
年
に
再
下
位
に
成
功
し
た
。

75 （75）



　
㈹
　
フ
ィ
リ
ッ
ピ
コ
ス
（
バ
ル
ダ
ネ
ス
）
（
在
位
七
一
～
1
七
＝
二
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
バ
ル
ダ
ネ
ス
は
バ
ト
リ
キ
オ
ス
の
ニ
ケ
フ
ォ
ロ
ス
な
る
人
物
の
息
子
で
あ
り
、
シ
リ
ア
系
資
料
に
よ
る
と
彼
自
身
も
バ
ト
リ
キ
オ
ス
だ
っ
た
。

彼
は
七
＝
年
、
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ノ
ス
ニ
世
が
ケ
ル
ソ
ン
に
派
遣
し
た
艦
隊
に
同
乗
し
て
い
た
が
、
そ
の
際
に
ケ
ル
ソ
ン
の
人
々
ら
に
よ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
⑥

皇
帝
と
宣
言
さ
れ
た
。

　
㈲
　
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ
世
（
ア
ル
テ
ミ
オ
ス
）
（
在
位
七
；
丁
七
一
五
年
）

　
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
二
世
に
関
し
て
は
青
燈
・
で
詳
細
に
分
析
を
行
う
が
、
皇
帝
に
な
る
前
は
プ
ロ
ト
ア
セ
ク
レ
テ
ィ
ス
（
書
記
局
長
官
）
を
勤

め
て
い
た
。

　
ω
　
テ
オ
ド
シ
オ
ス
一
二
世
（
在
位
七
一
五
－
七
～
七
年
）

　
後
述
す
る
よ
う
に
七
一
五
年
、
オ
プ
シ
キ
オ
ン
の
軍
の
一
部
が
反
乱
を
起
こ
し
た
。
反
乱
軍
が
皇
帝
と
し
て
擁
立
し
た
の
が
テ
オ
ド
シ
オ
ス

三
世
で
あ
る
。
テ
オ
フ
ァ
ネ
ス
や
ニ
ケ
フ
ォ
ロ
ス
に
よ
る
と
彼
は
小
ア
ジ
ア
の
ア
ド
ラ
ミ
ュ
テ
ィ
オ
ン
の
徴
税
役
人
で
、
「
政
治
に
は
何
の
関

係
も
な
い
普
通
の
人
」
だ
っ
た
。
だ
が
反
乱
軍
は
山
に
逃
げ
込
ん
だ
テ
オ
ド
シ
オ
ス
を
執
拗
に
追
跡
し
て
捕
捉
し
、
皇
帝
即
位
を
強
要
し
て
お

⑦り
、
テ
オ
フ
ァ
ネ
ス
な
ど
が
伝
え
る
よ
う
な
、
地
方
の
一
介
の
小
役
人
と
は
考
え
に
く
い
。
彼
は
サ
ム
ナ
ー
の
研
究
に
よ
る
と
、
テ
ィ
ベ
リ
オ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ス
三
世
の
息
子
で
あ
る
と
い
う
。

76 （76　）

　
こ
れ
ら
六
人
の
皇
帝
た
ち
の
経
歴
か
ら
確
認
で
き
る
こ
と
と
し
て
第
一
に
、
皇
帝
即
位
前
の
社
会
的
な
地
位
が
比
較
的
高
い
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
る
。
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ノ
ス
ニ
世
は
別
格
と
し
て
も
、
レ
オ
ン
テ
ィ
オ
ス
、
テ
ィ
ベ
リ
オ
ス
三
世
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ
コ
ス
、
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ

世
も
軍
あ
る
い
は
中
央
政
府
の
要
職
を
勤
め
て
い
た
人
物
た
ち
で
あ
る
。
ひ
と
り
テ
オ
ド
シ
オ
ス
三
世
の
み
が
社
会
的
地
位
が
不
明
だ
が
、
彼

も
サ
ム
ナ
ー
の
見
解
に
従
え
ば
（
元
）
皇
帝
の
息
子
で
、
社
会
的
地
位
が
低
い
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
皇
帝
に
即
位
す
る
際
も
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ
コ
ス
、
そ
し
て
テ
オ
ド
シ
オ
ス
三
世
の
よ
う
に
、
当
時
の
皇
帝
に
対
す
る
陰
謀
や
反
乱
の
申
心
的
な
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当
事
者
で
は
な
か
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
皇
帝
に
推
挙
・
歓
呼
さ
れ
て
い
る
人
物
が
目
立
つ
。
こ
れ
は
、
皇
帝
の
推
挙
に
あ
た
っ
て
候
補
者
の

社
会
的
な
出
自
や
地
位
が
幾
分
か
考
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
第
二
に
、
軍
事
的
失
策
が
彼
ら
の
失
脚
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
レ
オ
ン
テ
ィ
オ
ス
、
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ノ
ス
ニ
世
、
ア
ナ
ス
タ

シ
オ
ス
蓋
世
は
派
遣
し
た
軍
の
反
乱
に
よ
っ
て
失
脚
し
て
い
る
。
テ
オ
ド
シ
オ
ス
三
世
も
後
述
す
る
よ
う
に
、
ア
ナ
ト
リ
コ
ン
と
ア
ル
メ
ニ
ア

コ
ン
の
軍
の
反
抗
が
失
脚
の
直
接
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ
世
や
テ
オ
ド
シ
オ
ス
三
世
の
よ
う
に
軍
事
的
経
歴
の
欠
如
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

た
皇
帝
の
治
世
が
極
端
に
短
く
、
反
対
に
小
ア
ジ
ア
東
部
に
お
け
る
ア
ラ
ブ
軍
の
攻
勢
を
食
い
止
め
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
た
テ
ィ
ベ
リ
オ
ス

三
世
の
治
世
が
六
人
の
中
で
も
っ
と
も
長
い
こ
と
は
、
厳
し
い
対
外
情
勢
の
中
に
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
皇
帝
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

て
の
包
括
的
軍
事
手
腕
が
問
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
以
上
下
す
る
に
、
「
混
乱
の
時
代
」
の
皇
帝
に
は
い
く
つ
か
の
共
通
す
る
特
徴
が
看
取
で
き
る
。
第
　
に
、
皇
帝
に
は
＝
疋
以
上
の
高
い
社

会
的
地
位
を
持
っ
た
人
物
が
選
ば
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
皇
帝
に
は
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
社
会
的
地
位
を
持
っ
た
人
物
が
就
任
す
べ
き
で
あ
る

と
い
っ
た
通
念
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
。
ま
た
第
二
に
、
皇
帝
に
は
軍
事
的
な
成
果
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
対
外
遠
征
の
失
敗

や
軍
の
皇
帝
に
対
す
る
不
満
は
、
皇
帝
の
地
位
を
危
険
に
さ
ら
す
大
き
な
要
因
だ
っ
た
。

　
「
混
乱
の
時
代
」
と
い
え
ど
も
、
ど
の
よ
う
な
人
物
で
も
皇
帝
に
な
る
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
の
で
は
な
い
。
当
時
の
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
を
動
か

し
て
い
た
人
々
や
集
団
の
支
持
を
得
ら
れ
る
資
質
を
持
っ
た
人
物
で
な
け
れ
ば
、
帝
位
に
つ
く
こ
と
も
維
持
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。

①
日
冨
。
讐
．
も
P
。
。
①
。
。
山
＄
L
賭
蔚
も
『
膳
ρ
”
渡
辺
金
一
『
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ

　
ノ
ー
ブ
ル
千
年
l
l
革
命
劇
場
－
隔
岩
波
新
書
、
一
九
八
五
年
、
一
五
八
－
一

　
五
九
頁
も
参
照
。

②
穿
8
喜
．
も
℃
．
ω
ざ
る
謡
■
”
客
陣
Ψ
。
F
a
．

③
｝
㍉
ω
．
O
ξ
び
。
け
（
貫
Y
O
津
§
避
ミ
薯
窪
ら
譜
こ
鴨
魯
ユ
§
鎖
勺
践
p
6
0
押

　
℃
．
ミ
ω
・

④
キ
ビ
ュ
ラ
イ
引
目
イ
は
｝
般
的
に
は
、
こ
の
時
期
は
カ
ラ
ビ
シ
ア
ノ
イ
（
艦

　
隊
）
に
属
し
て
小
ア
ジ
ア
南
岸
部
を
管
轄
す
る
部
隊
で
、
後
に
テ
マ
・
キ
ビ
ュ
ラ

　
イ
オ
タ
イ
へ
発
展
す
る
部
分
と
さ
れ
て
い
る
。
拙
稿
紛
参
照
。
た
だ
し
グ
リ
ゴ
リ

　
ウ
ー
・
ヨ
ア
ニ
ド
ゥ
ー
の
よ
う
に
、
ア
プ
シ
マ
ロ
ス
は
小
ア
ジ
ア
南
岸
部
の
小
領
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域
を
管
轄
す
る
陸
上
部
隊
の
司
令
官
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
す
る
見
解
も
あ
る
。

　
罫
な
遷
。
ゆ
ε
午
．
ぎ
ρ
三
〇
。
∬
、
．
誤
く
§
量
α
霰
萎
d
攣
雪
嶺
O
雲
§
巷
ぐ
・

　
M
ご
鳥
。
潔
9
ひ
な
＆
ぎ
萎
且
瓢
α
O
き
。
。
辞
d
o
⇔
、
、
曽
ぎ
賢
苫
へ
遷
一
一
（
一
Φ
c
Q
卜
⊇
）
”

　
署
b
O
一
－
面
一
．

⑤
〉
α
q
讐
ぎ
∪
野
8
霧
象
9
舞
け
。
冨
≦
帥
〆
§
亀
§
」
p
…
9
鼠
N
琶
ミ
§
§
苧

　
鷲
貯
9
謹
馬
§
§
暑
。
勘
ミ
建
ミ
尉
ミ
袋
汗
し
d
Φ
島
卸
一
り
り
b
。
も
唱
■
○
。
り
。
。
－
り
〇
一
（
以
下
、

》
α
q
珍
8
と
略
）
ら
。
。
り
⑩
L
蜜
貫
。
ζ
勢
§
自
§
ミ
§
8
遷
駄
b
ご
嚢
§

　
駄
寒
N
・
寒
芯
ミ
§
。
謹
ミ
§
蹴
へ
9
・
§
ミ
馬
ミ
郎
b
N
鹸
ミ
ヨ
”
》
雨
巴
ヨ
Φ
「
（
巳
巳

　
§
恥
浄
Q
§
暮
O
§
ミ
遷
§
§
き
線
－
像
篭
§
Ω
ぎ
謁
驚
婁
ご
く
①
壱
o
o
押
一
⑩
Φ
ω
巳

　
署
」
一
一
－
B
一
も
』
8
．

⑥
臣
8
℃
ず
．
も
唱
．
ω
ミ
山
。
。
『
翼
汗
喜
」
9

⑦
日
訂
8
7
‘
℃
9
。
。
。
。
野
蜜
犀
‘
。
劉
α
O
．

⑧
O
．
〈
．
ω
信
ヨ
霊
寺
、
．
℃
巨
象
肱
8
。
。
り
〉
・
聾
鼠
詳
。
。
同
同
p
巳
日
賢
母
。
臨
・
。
。
H
霞
、
ド

　
爵
題
ミ
（
回
り
刈
①
）
も
唱
』
。
。
？
卜
⊃
⑩
膳
■

⑨
ニ
ケ
フ
ォ
ロ
ス
に
よ
る
と
フ
ィ
リ
ッ
ピ
コ
ス
は
ケ
ル
ソ
ン
に
追
放
さ
れ
る
た
め
、

　
艦
隊
に
乗
船
し
て
い
た
。
な
お
レ
オ
ン
テ
ィ
オ
ス
も
、
周
囲
の
説
得
に
よ
っ
て

　
ク
ー
デ
タ
ー
遂
行
に
踏
み
切
っ
て
い
る
。

⑲
七
世
紀
末
以
降
の
小
ア
ジ
ア
で
の
ア
ラ
ブ
の
攻
勢
は
、
六
九
二
年
の
セ
バ
ス
ト

　
ポ
リ
ス
で
の
大
敗
以
降
激
化
し
た
。
だ
が
テ
ィ
ベ
リ
オ
ス
三
世
は
兄
弟
の
ヘ
ラ
ク

　
レ
イ
オ
ス
を
「
全
騎
兵
テ
マ
の
モ
ノ
ス
ト
ラ
テ
ー
ゴ
ス
」
に
任
命
し
（
↓
冨
。
嘗
‘

　
℃
．
Q
。
刈
ご
、
ア
ラ
ブ
の
攻
勢
を
食
い
止
め
る
こ
と
に
ほ
ぼ
成
功
し
て
い
た
。

⑪
こ
の
場
合
、
皇
帝
個
入
が
軍
勢
を
率
い
て
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

　
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
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三
　
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ
世
の
即
位
と
失
脚

　
本
章
で
は
、
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ
世
の
治
世
に
関
し
て
詳
細
な
分
析
を
加
え
、
ど
の
よ
う
な
集
団
が
彼
を
支
え
て
い
た
の
か
、
明
ら
か
に
し

て
い
く
。
と
は
い
え
、
彼
の
治
世
は
二
年
余
と
非
常
に
短
く
、
彼
が
皇
帝
在
位
中
に
行
っ
た
施
策
な
ど
に
つ
い
て
は
多
く
を
語
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
ゆ
え
に
本
章
で
は
彼
の
即
位
と
失
脚
の
プ
ロ
セ
ス
に
重
点
を
お
い
て
分
析
を
行
う
こ
と
に
な
る
。

（一

j
　
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ
世
の
即
位

　
こ
の
時
期
は
ビ
ザ
ン
ツ
史
の
中
で
も
と
り
わ
け
資
料
の
少
な
い
時
期
で
あ
る
。
主
要
な
資
料
と
な
る
の
は
、
修
道
士
テ
オ
フ
ァ
ネ
ス
の
『
年

代
記
』
と
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
総
主
教
ニ
ケ
フ
ォ
ロ
ス
の
『
簡
約
歴
史
』
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
本
稿
で
分
析
す
る
時
代
よ
り
約
｝
世
紀

後
に
著
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
現
在
で
は
失
わ
れ
た
同
時
代
資
料
な
ど
を
利
用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
利
用
価
値
が
高
い
。
そ
し
て
ア
ナ
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ス
タ
シ
オ
ス
ニ
世
の
即
位
の
事
情
に
関
し
て
は
、
彼
の
同
時
代
人
で
聖
ソ
フ
ィ
ア
教
会
の
輔
祭
だ
っ
た
ア
ガ
ト
ン
の
『
補
説
』
が
、
貴
重
な
情

報
を
我
々
に
提
供
し
て
い
る
。

　
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ
世
の
前
の
皇
帝
は
フ
ィ
リ
ッ
ピ
コ
ス
で
あ
る
。
彼
は
六
八
○
一
六
八
一
年
の
第
六
回
全
地
公
会
議
の
決
議
を
破
棄
し
て
、

単
管
論
の
教
義
を
支
持
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
皇
帝
で
あ
る
。
こ
れ
が
多
く
の
人
々
の
不
満
を
引
き
起
こ
し
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
事

実
フ
ィ
リ
ッ
ピ
コ
ス
が
失
脚
し
て
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ
世
が
即
位
す
る
と
、
彼
は
す
ぐ
に
ブ
イ
リ
ッ
ピ
コ
ス
の
方
針
を
破
葉
し
て
第
六
圃
帯
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

公
会
議
の
決
議
を
復
活
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
ト
ラ
キ
ア
に
お
け
る
ブ
ル
ガ
リ
ア
と
の
戦
い
も
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
お
り
、
ア
ガ
ト
ン
に
よ
る
と

「
隣
接
す
る
オ
ノ
グ
ル
・
ブ
ル
ガ
ー
ル
の
人
々
が
攻
撃
を
し
か
け
て
き
て
、
ト
ラ
キ
ア
に
住
む
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
多
く
が
捕
虜
に
さ
れ
た
り
殺

　
　
　
　
　
　
　
　
②

さ
れ
た
り
」
し
て
い
た
。
こ
れ
も
フ
ィ
リ
ッ
ピ
コ
ス
の
失
脚
の
一
因
と
な
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
こ
う
し
た
状
況
下
、
ト
ラ
キ
ア
を
ブ
ル
ガ
リ

ア
の
脅
威
か
ら
守
る
た
め
、
テ
オ
フ
ァ
ネ
ス
と
ニ
ケ
フ
ォ
ロ
ス
が
三
口
及
し
て
い
る
よ
う
に
、
当
時
ト
ラ
キ
ア
に
は
テ
マ
・
オ
プ
シ
キ
オ
ン
の
軍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

の
一
部
が
駐
屯
し
て
い
た
。

　
テ
オ
フ
ァ
ネ
ス
、
ニ
ケ
フ
ォ
ロ
ス
、
ア
ガ
ト
ン
の
報
告
を
総
合
す
る
と
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ
コ
ス
の
失
脚
と
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ
世
の
即
位
は
以

下
の
よ
う
な
経
過
を
た
ど
っ
て
い
る
。
七
＝
二
年
の
聖
霊
降
臨
祭
前
日
の
土
曜
日
（
六
旦
百
）
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ
コ
ス
は
市
内
の
ゼ
ウ
ク
シ
ッ
ポ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

ス
浴
場
で
入
浴
し
た
後
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
「
多
く
の
古
く
か
ら
の
市
民
た
ち
」
と
会
食
を
行
っ
た
。
そ
の
席
の
後
、
フ
ィ
リ
ッ

ピ
コ
ス
が
宮
殿
で
仮
眠
を
と
っ
て
い
た
時
に
、

　
　
突
然
黄
金
門
を
通
っ
て
オ
プ
シ
キ
オ
ン
の
プ
ロ
ト
ス
ト
ラ
ト
ル
の
ル
フ
ォ
ス
が
、
バ
ト
リ
キ
オ
ス
か
つ
オ
プ
シ
キ
オ
ン
の
コ
メ
ス
（
長
官
）
の
ゲ
オ
ル
ギ

　
　
オ
ス
睦
ブ
ラ
フ
ォ
ス
と
バ
ト
リ
キ
オ
ス
の
テ
オ
ド
ロ
ス
ー
ー
ミ
ュ
ア
キ
オ
ス
の
意
を
受
け
て
、
ト
ラ
キ
ア
に
い
た
こ
の
テ
マ
の
兵
の
何
人
か
と
と
も
に
（
コ

　
　
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
）
入
り
込
ん
で
き
た
。
そ
し
て
宮
殿
に
突
入
し
て
昼
寝
を
し
て
い
た
フ
ィ
リ
ッ
ピ
コ
ス
を
見
つ
け
、
彼
を
捕
ら
え
て
緑
組
の

　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
　
オ
ル
ナ
ト
リ
オ
ン
に
連
れ
込
ん
だ
。
そ
し
て
そ
こ
で
彼
を
盲
目
に
し
た
の
だ
が
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
誰
に
も
気
づ
か
れ
な
か
っ
た
。

　
そ
し
て
翌
B
の
聖
霊
降
臨
祭
の
祝
日
（
六
月
三
日
）
に
、
聖
ソ
フ
ィ
ア
教
会
で
プ
ロ
ト
ア
セ
ク
レ
テ
ィ
ス
の
ア
ル
テ
ミ
オ
ス
（
フ
ィ
ラ
ル
テ
ミ
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オ
ス
）
が
皇
帝
と
し
て
歓
呼
・
戴
冠
さ
れ
、
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
と
改
名
し
た
。
そ
の
時
の
状
況
を
ア
ガ
ト
ン
は
以
下
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

　
　
ア
セ
ク
レ
テ
ィ
オ
ン
の
部
局
の
長
官
を
勤
め
て
い
た
フ
ィ
ラ
ル
テ
ミ
オ
ス
と
い
う
名
の
人
物
－
改
名
し
て
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ー
が
、
敬
慶
で
正
統
信

　
　
仰
を
持
つ
皇
帝
と
し
て
公
に
示
さ
れ
た
。
（
皇
帝
は
）
聖
な
る
元
老
院
、
全
て
の
聖
職
者
、
当
時
（
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
）
駐
在
し
て
い
た
キ

　
　
リ
ス
ト
を
愛
す
る
全
軍
隊
、
そ
し
て
都
市
の
デ
ー
モ
ス
全
体
の
共
通
の
決
定
と
審
査
に
よ
っ
て
、
普
遍
的
で
き
わ
め
て
聖
な
る
使
徒
の
大
教
会
に
お
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
　
ま
ず
歓
呼
さ
れ
、
そ
し
て
総
主
教
の
ヨ
ハ
ネ
ス
に
よ
っ
て
、
聖
な
る
そ
し
て
全
く
畏
れ
多
き
祭
壇
に
て
戴
冠
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
フ
ィ
リ
ッ
ピ
コ
ス
の
失
脚
と
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
済
世
の
即
位
の
経
過
に
関
し
て
は
、
近
年
ハ
リ
ン
が
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
以
下
、
彼
女
の

見
解
に
従
い
つ
つ
分
析
を
行
っ
て
い
く
。

　
資
料
か
ら
確
認
で
き
る
、
こ
の
陰
謀
の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
点
で
あ
る
。
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㈲
　
ト
ラ
キ
ア
に
い
た
ル
フ
ォ
ス
た
ち
が
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
大
城
壁
を
通
過
し
、
さ
ら
に
何
の
抵
抗
も
受
け
る
こ
と
な
く
大
宮
殿

の
内
部
に
侵
入
し
て
、
容
易
に
皇
帝
を
捕
ら
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

㈲
皇
帝
が
日
中
に
会
食
を
行
っ
て
、
皇
帝
以
下
の
多
く
の
人
々
が
昼
寝
を
し
て
い
た
、
絶
好
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
陰
謀
が
実
行
さ
れ
て
い
る
こ

と㈲
　
ル
フ
ォ
ス
た
ち
が
フ
ィ
リ
ッ
ピ
コ
ス
を
ヒ
ッ
ポ
ド
ロ
ー
ム
内
の
緑
組
の
オ
ル
ナ
ト
リ
オ
ン
に
連
行
し
、
そ
こ
で
彼
を
盲
目
に
し
て
い
る
こ

とω
　
翌
朝
の
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
の
戴
冠
ま
で
、
宮
殿
内
あ
る
い
は
首
都
内
の
人
々
が
誰
も
フ
ィ
リ
ッ
ピ
コ
ス
失
脚
の
知
ら
せ
を
広
め
よ
う
と
し

な
か
っ
た
（
あ
る
い
は
知
ら
な
か
っ
た
）
こ
と

回
　
翌
日
の
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ
世
の
戴
冠
は
、
ク
ー
デ
タ
ー
の
影
が
全
く
感
じ
ら
れ
な
い
、
通
常
の
皇
帝
即
位
儀
礼
に
従
っ
て
い
る
こ
と
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こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ
コ
ス
失
脚
・
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
門
歯
即
位
の
陰
謀
に
、
多
く
の
人
々
が
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と

な
る
。
第
一
に
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
デ
ー
モ
ス
が
関
与
し
て
い
る
。
ブ
イ
リ
ッ
ピ
コ
ス
は
ル
フ
ォ
ス
ら
に
捕
ら
え
ら
れ
た
後
、
ヒ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

ッ
ポ
ド
ロ
ー
ム
の
終
夕
の
オ
ル
ナ
ト
リ
オ
ン
に
連
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
陰
謀
に
デ
ー
モ
ス
、
少
な
く
と
も
緑
組
が
関
与
し
て
い
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
第
二
に
、
大
宮
殿
に
ル
フ
ォ
ス
た
ち
が
侵
入
す
る
手
引
き
を
し
た
人
物
が
い
た
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
宮
殿
内
に
陰
謀
に
関
与
し
て
い

た
人
々
が
存
在
し
た
。
ハ
リ
ン
は
宮
殿
内
で
陰
謀
に
関
与
し
た
人
々
と
し
て
、
緑
組
の
デ
ー
モ
ス
の
他
に
プ
ロ
ト
ア
セ
ク
レ
テ
ィ
ス
の
ア
ル
テ

ミ
オ
ス
（
暉
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ
世
）
を
あ
げ
て
い
る
。
だ
が
、
翌
日
ま
で
厳
密
な
情
報
管
制
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
翌
日
の
ア
ナ
ス

タ
シ
オ
ス
ニ
世
の
戴
冠
儀
礼
が
綿
密
に
準
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
以
外
に
も
関
与
し
た
人
々
が
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
七
一
幽
三
年
に
関
す
る
資
料
か
ら
は
、
他
の
関
与
者
を
詳
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
だ
が
、
別
の
報
告
か
ら
推
定
す
る
こ
と
は
可
能
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
失
脚
後
テ
ッ
サ
ロ
ニ
ケ
に
追
放
さ
れ
て
い
た
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
が
七
～
九
年
頃
に
起
こ
し
た
、
レ
オ
ン
三
世
に
対
す
る
陰

謀
の
報
告
で
あ
る
。

　
テ
オ
フ
ァ
ネ
ス
と
ニ
ケ
フ
ォ
ロ
ス
に
よ
る
と
、
七
一
九
年
頃
の
陰
謀
に
は
マ
ギ
ス
ト
ロ
ス
の
ニ
ケ
タ
ス
け
ク
シ
ュ
リ
ニ
テ
ス
、
ア
ナ
ス
タ
シ

オ
ス
ニ
世
が
皇
帝
だ
っ
た
頃
に
プ
ロ
ト
ア
セ
ク
レ
テ
ィ
ス
だ
っ
た
（
す
な
わ
ち
、
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
工
世
の
後
任
に
あ
た
る
）
テ
オ
ク
テ
ィ
ス
ト
ス
、

オ
プ
シ
キ
オ
ン
の
コ
メ
ス
の
イ
ソ
エ
ス
、
城
壁
防
衛
長
官
の
ニ
ケ
タ
ス
陪
ア
ン
ト
ラ
ク
ス
、
そ
し
て
バ
ト
リ
キ
オ
ス
の
シ
シ
ニ
オ
ス
n
レ
ン
ダ

キ
オ
ス
が
関
与
し
て
い
た
。
こ
の
う
ち
シ
シ
ニ
オ
ス
程
レ
ン
ダ
キ
オ
ス
は
当
時
ブ
ル
ガ
リ
ア
に
お
り
、
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ
世
は
彼
を
通
じ
て

ブ
ル
ガ
リ
ア
軍
の
助
力
を
得
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
ま
た
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ
世
は
首
都
に
い
た
ニ
ケ
タ
ス
ー
ー
ク
シ
ュ
リ
ニ
テ
ス
ら
に
、
「
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

つ
て
の
友
情
を
想
起
さ
せ
、
準
備
を
整
え
て
彼
の
も
と
に
結
集
し
、
首
都
を
解
放
し
て
彼
を
皇
帝
と
し
て
迎
え
入
れ
る
よ
う
」
要
請
し
た
。

　
こ
の
陰
謀
の
参
加
者
か
ら
確
認
で
き
る
の
は
、
以
下
の
よ
う
な
点
で
あ
る
。
第
一
に
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
で
陰
謀
に
参
加
し
て
い

た
の
は
マ
ギ
ス
ト
ロ
ス
や
プ
ロ
ト
ア
セ
ク
レ
テ
イ
ス
な
ど
、
中
央
政
府
の
中
枢
部
を
占
め
る
文
官
た
ち
で
あ
っ
た
。
マ
ギ
ス
ト
ロ
ス
は
古
代
末
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期
の
中
央
政
府
の
最
高
宮
職
で
あ
る
マ
ギ
ス
テ
ル
・
オ
フ
イ
キ
オ
ル
ム
の
後
身
で
、
少
な
く
と
も
九
世
紀
前
半
に
至
る
ま
で
、
そ
の
権
能
を
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

く
ば
く
か
は
維
持
し
て
い
た
。
八
世
紀
前
半
の
時
点
で
は
～
層
、
中
央
政
府
の
最
高
顧
問
官
的
な
意
味
合
い
を
強
く
保
持
し
て
い
た
だ
ろ
う
。

　
第
二
に
、
城
壁
防
衛
長
官
が
陰
謀
に
関
与
し
て
い
る
。
ハ
ル
ド
ン
に
よ
る
と
、
城
壁
防
衛
部
隊
は
か
つ
て
デ
ー
モ
ス
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

た
首
都
内
の
婦
警
団
を
、
七
世
紀
末
に
再
編
し
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
指
摘
が
正
し
い
な
ら
、
再
編
ま
も
な
い
こ
の
時
期
に

は
、
城
壁
防
衛
部
隊
や
そ
の
長
官
は
な
お
デ
ー
モ
ス
と
の
密
接
な
関
わ
り
を
残
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

　
以
上
要
す
る
に
、
七
～
九
年
頃
の
陰
謀
の
際
に
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
二
世
を
支
持
し
て
い
た
の
は
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
有
力
者
の
｝

部
と
城
壁
防
衛
部
隊
（
そ
し
て
恐
ら
く
彼
ら
と
関
係
の
深
か
っ
た
デ
ー
モ
ス
）
だ
っ
た
。
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ
世
が
テ
ッ
サ
乳
離
ケ
に
追
放
さ
れ
て

い
て
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
や
そ
の
内
外
で
新
た
な
人
脈
を
形
成
す
る
こ
と
は
困
難
だ
っ
た
こ
と
や
、
双
方
の
陰
謀
に
デ
ー
モ
ス
の
関

与
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
七
一
九
年
の
陰
謀
に
参
加
し
た
集
団
と
七
一
三
年
の
陰
謀
に
参
加
し
た
集
団
は
、
重
複
し
て

い
る
可
能
性
が
き
わ
め
て
高
い
。
つ
ま
り
、
七
一
九
年
と
同
様
七
＝
二
年
の
陰
謀
に
も
、
中
央
政
府
の
要
職
に
あ
る
人
々
が
関
与
し
て
い
た
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
ら
は
ア
ル
テ
ミ
オ
ス
と
と
も
に
フ
ィ
リ
ッ
ピ
コ
ス
に
対
す
る
陰
謀
を
企
画
し
た
。
そ
し
て
「
聖
な
る
元
老
院
」
に

　
　
　
　
⑬

属
す
る
人
々
と
し
て
、
ア
ル
テ
ミ
オ
ス
の
皇
帝
戴
冠
式
を
準
備
・
参
加
し
た
の
で
あ
る
。

　
反
対
に
、
テ
マ
・
オ
プ
シ
キ
オ
ン
の
関
与
の
度
合
い
は
限
定
的
で
あ
る
。
ニ
ケ
フ
ォ
ロ
ス
や
テ
オ
フ
ァ
ネ
ス
で
は
こ
の
陰
謀
を
主
導
し
た
と

さ
れ
て
い
る
オ
プ
シ
キ
オ
ン
の
コ
メ
ス
の
ゲ
オ
ル
ギ
オ
ス
匪
ブ
ラ
フ
ォ
ス
と
バ
ト
リ
キ
オ
ス
の
テ
オ
ド
ロ
ス
ー
ー
ミ
ュ
ア
キ
オ
ス
の
二
人
は
、
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ
世
が
即
位
し
た
直
後
に
失
脚
し
て
追
放
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
テ
オ
ド
ロ
ス
ー
ー
ミ
ュ
ア
キ
オ
ス
は
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ノ
ス
ニ
世

　
　
　
　
　
　
　
⑮

の
側
近
だ
っ
た
人
物
で
、
オ
プ
シ
キ
オ
ン
と
の
密
接
な
関
係
は
特
に
確
認
で
き
な
い
。
恐
ら
く
ゲ
オ
ル
ギ
オ
ス
匪
ブ
ラ
フ
ォ
ス
や
テ
オ
ド
ロ
ス

ー
ー
ミ
ュ
ア
キ
オ
ス
は
、
本
当
に
こ
の
陰
謀
を
企
画
し
て
い
た
人
々
に
利
用
さ
れ
て
い
た
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
二
世
の
戴
冠
が

行
わ
れ
た
六
月
三
日
の
時
点
で
、
オ
プ
シ
キ
オ
ン
の
軍
の
大
半
が
首
都
内
に
い
な
か
っ
た
（
他
の
テ
マ
の
軍
も
当
然
不
在
で
あ
る
）
こ
と
を
考
え

る
と
、
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
中
世
の
戴
冠
式
に
参
加
し
た
「
キ
リ
ス
ト
を
愛
す
る
軍
隊
の
全
て
」
は
、
首
都
内
の
小
規
模
の
防
衛
部
隊
（
先
述
し
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八世紀前半におけるビザンッ皇帝選出のダイナミクス（小林）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

た
よ
う
に
こ
れ
ら
は
デ
ー
モ
ス
と
の
強
い
関
係
が
考
え
ら
れ
る
）
と
、
ペ
ッ
ク
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
儀
佼
兵
だ
っ
た
ろ
う
。

　
な
お
七
一
九
年
頃
の
陰
謀
の
際
も
、
テ
マ
の
関
与
は
確
認
で
き
な
い
。
オ
プ
シ
キ
オ
ン
の
コ
メ
ス
の
イ
ソ
エ
ス
が
陰
謀
に
関
与
し
て
い
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

ヴ
ィ
ン
ケ
ル
マ
ン
が
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
イ
ソ
エ
ス
が
オ
プ
シ
キ
オ
ン
の
軍
を
掘
握
し
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

オ
プ
シ
キ
オ
ン
の
軍
自
体
は
陰
謀
に
関
与
し
て
い
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
こ
こ
か
ら
も
、
七
＝
二
年
の
陰
謀
に
際
し
て
の
軍
の
関
与
の
小
さ
さ
が

示
唆
さ
れ
る
。

　
以
上
要
す
る
に
七
＝
二
年
の
陰
謀
、
そ
し
て
続
く
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ
世
の
即
位
に
際
し
て
、
当
時
の
ビ
ザ
ン
ツ
軍
の
主
力
だ
っ
た
テ
マ
の

軍
は
本
質
的
な
関
与
を
行
っ
て
い
な
い
。
フ
ィ
リ
ッ
ピ
コ
ス
失
脚
の
陰
謀
を
企
て
た
首
謀
者
た
ち
は
軍
で
は
な
く
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ

ル
の
有
力
な
文
官
た
ち
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
本
節
で
の
分
析
を
ま
と
め
て
お
く
。
ブ
イ
リ
ッ
ピ
コ
ス
の
時
代
、
ト
ラ
キ
ア
で
は
ブ
ル
ガ
リ
ア
が
大
き
な
脅
威
と
な
っ
て
お
り
、
オ
プ
シ
キ

オ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
軍
に
は
フ
ィ
リ
ッ
ピ
コ
ス
に
対
す
る
不
満
が
高
ま
っ
て
い
た
。
ま
た
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
を
め
ぐ
る
問
題
も
人
々
の
不

満
を
集
め
て
い
た
。
こ
う
し
た
状
況
下
に
陰
謀
が
行
わ
れ
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ
コ
ス
は
失
脚
し
て
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
上
世
が
帝
位
に
つ
い
た
。
こ
の

陰
謀
に
は
テ
マ
・
オ
プ
シ
キ
オ
ン
の
兵
士
の
一
部
が
参
加
し
て
い
る
も
の
の
、
彼
ら
は
こ
の
陰
謀
に
主
体
的
に
参
加
し
て
い
た
の
で
は
な
い
。

実
際
に
こ
の
陰
謀
を
主
導
し
て
い
た
の
は
、
中
央
政
府
の
有
力
な
文
官
た
ち
だ
っ
た
。
彼
ら
は
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
デ
ー
モ
ス
と
密

接
に
連
携
し
て
準
備
を
行
っ
た
。
そ
し
て
実
際
の
陰
謀
遂
行
に
際
し
て
は
オ
プ
シ
キ
オ
ン
の
兵
士
を
利
用
し
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ
コ
ス
の
排
除
に
成

功
し
た
の
で
あ
る
。

（
二
）
　
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ
世
の
失
脚

ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ
世
の
失
脚
に
関
す
る
資
料
は
テ
オ
フ
ァ
ネ
ス
と
ニ
ケ
フ
ォ
ロ
ス
で
あ
る
が
、
こ
の
二
つ
の
年
代
記
は
共
通
の
資
料
に
依
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、

拠
し
て
い
た
よ
う
で
、
そ
の
記
述
は
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
。

　
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ
世
は
即
位
後
、
「
非
常
に
有
能
な
人
々
を
騎
兵
テ
マ
の
ス
ト
ラ
テ
ー
ゴ
ス
に
、
ま
た
特
に
学
識
の
あ
る
人
々
を
政
府
に

　
　
⑲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

登
用
し
」
、
矢
継
ぎ
早
に
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
を
実
行
し
た
。
こ
れ
ら
の
政
策
は
艦
隊
や
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ゲ
ノ
ー
プ
ル
防
衛
の
強
化
な
ど
時
宜
に

適
し
た
政
策
が
多
く
、
レ
オ
ン
三
世
は
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
防
衛
戦
の
際
に
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
紅
茸
の
政
策
の
恩
恵
を
大
き
く
受
け
て

い
る
。

　
一
方
ア
ラ
ブ
は
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
攻
略
に
向
け
て
の
準
備
を
進
め
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
一
環
と
し
て
七
一
五
年
に
、
艦
隊
造
船

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

用
の
材
木
を
入
手
す
る
た
め
、
小
ア
ジ
ア
南
岸
部
に
艦
隊
を
派
遣
し
て
き
た
。
」
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
蓋
世
は
こ
れ
を
阻
止
す
べ
く
、
ロ
ー
ド
ス
島

に
部
隊
を
派
遣
し
た
。
ニ
ケ
フ
ォ
ロ
ス
の
報
告
に
は
、

　
　
そ
れ
か
ら
、
サ
ラ
セ
ン
人
の
艦
隊
が
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
市
か
ら
、
造
船
用
の
イ
ト
ス
ギ
材
を
得
る
た
め
に
フ
ォ
イ
ニ
ク
ス
に
や
っ
て
来
る
と
い
う
情
報

　
　
が
入
っ
た
の
で
、
（
皇
帝
は
）
快
速
船
を
選
び
、
そ
れ
に
い
わ
ゆ
る
オ
プ
シ
キ
オ
ン
地
方
の
兵
を
乗
せ
て
ロ
ー
ド
ス
島
に
送
っ
た
。
ま
た
か
の
地
に
他
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
　
　
ロ
ー
マ
艦
隊
も
集
め
た
。

と
あ
り
、
こ
の
軍
の
主
力
が
テ
マ
・
オ
プ
シ
キ
オ
ン
か
ら
派
遣
さ
れ
た
部
隊
で
あ
っ
た
こ
と
が
看
取
で
き
る
。

　
し
か
し
ロ
ー
ド
ス
島
で
、
オ
プ
シ
キ
オ
ン
か
ら
派
遣
さ
れ
た
部
隊
が
突
如
反
乱
を
起
こ
す
。
彼
ら
は
遠
征
軍
の
指
揮
宮
で
、
ロ
ゴ
テ
テ
ー

ス
・
ト
ゥ
ー
・
ゲ
ニ
ク
i
（
税
務
長
官
）
か
つ
聖
ソ
フ
ィ
ア
教
会
の
輔
祭
だ
っ
た
ヨ
ハ
ネ
ス
を
殺
す
と
、
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ
世
を
失
脚
さ
せ

る
べ
く
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
へ
の
進
撃
を
開
始
し
た
。
そ
し
て
途
中
で
テ
オ
ド
シ
オ
ス
三
世
を
擁
立
し
、
他
の
オ
プ
シ
キ
オ
ン
の
部
隊

な
ど
も
糾
合
し
て
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
対
岸
の
ク
リ
ュ
ソ
ポ
リ
ス
に
到
達
し
た
。

　
一
方
で
オ
プ
シ
キ
オ
ン
の
反
乱
を
知
っ
た
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ
世
も
、
そ
れ
に
対
抗
す
べ
く
準
備
を
進
め
た
。
テ
オ
フ
ァ
ネ
ス
に
よ
る
と

　
　
　
ア
ル
テ
ミ
オ
ス
は
こ
れ
ら
の
こ
と
を
知
る
と
首
都
で
自
ら
の
家
人
を
ア
ル
コ
ン
に
任
じ
、
彼
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
艦
隊
と
と
も
に
彼
ら
を
武
装
さ
せ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
　
そ
し
て
自
ら
は
ニ
カ
イ
ア
市
に
退
い
て
、
そ
の
地
を
避
難
所
と
し
た
。
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八世紀前単におけるビザンッ皇帝選出のダイナミクス（小林〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ
世
の
軍
と
反
乱
軍
は
六
ヶ
月
に
わ
た
っ
て
内
戦
を
く
り
広
げ
た
が
、
反
乱
軍
が
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
を
制
圧
し

た
た
め
、
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ
世
も
抵
抗
を
あ
き
ら
め
る
。

　
　
　
（
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
）
市
内
に
い
た
ア
ル
テ
ミ
オ
ス
の
ア
ル
コ
ン
た
ち
は
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
総
主
教
の
ゲ
ル
マ
ノ
ス
と
と
も
に

　
　
集
め
ら
れ
て
ニ
カ
イ
ア
に
連
行
さ
れ
た
。
そ
れ
は
ア
ル
テ
ミ
オ
ス
と
、
彼
と
と
も
に
い
る
人
々
に
（
反
乱
軍
が
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
を
制
圧
し
た

　
　
こ
と
の
）
証
拠
を
示
す
た
め
で
あ
っ
た
。
ア
ル
テ
ミ
オ
ス
は
彼
ら
の
姿
を
見
て
絶
望
し
、
自
ら
の
身
の
安
全
を
請
う
て
降
伏
し
、
修
道
士
の
衣
装
を
ま
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
　
つ
た
。
そ
れ
で
テ
オ
ド
シ
オ
ス
は
彼
に
危
害
を
与
え
る
こ
と
な
く
（
彼
を
）
テ
ッ
サ
ロ
ニ
ケ
に
追
放
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
経
過
か
ら
、
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ
世
か
ら
テ
オ
ド
シ
オ
ス
三
世
へ
の
政
権
交
代
の
特
徴
が
い
く
つ
か
確
認
で
き
る
。
第
一
に
、

フ
ィ
リ
ッ
ピ
コ
ス
か
ら
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ
世
へ
の
政
権
交
代
の
際
と
は
異
な
っ
て
、
テ
マ
・
オ
プ
シ
キ
オ
ン
の
軍
が
申
心
的
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
理
由
は
容
易
に
説
明
で
き
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
テ
マ
・
オ
プ
シ
キ
オ
ン
は
七
＝
二
年
の
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ

世
の
即
位
の
際
、
体
よ
く
利
用
さ
れ
た
上
で
見
捨
て
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
れ
ば
七
一
一
年
の
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ノ
ス
翼
翼
か
ら
フ
ィ

リ
ツ
ピ
コ
ス
へ
の
政
権
交
代
の
際
に
も
、
オ
プ
シ
キ
オ
ン
の
コ
メ
ス
の
バ
リ
ス
バ
ク
リ
オ
ス
が
処
刑
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
の
時
期
、
オ
プ

シ
キ
オ
ン
は
歴
代
皇
帝
か
ら
厚
遇
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
こ
と
が
中
谷
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
「
自
ら
の
気
に
入
る
皇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

帝
を
推
挙
す
る
と
い
う
挙
」
に
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る
。

　
注
冒
す
べ
き
第
二
の
点
と
し
て
、
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ
世
が
退
位
す
る
ま
で
の
経
過
が
あ
げ
ら
れ
る
。
六
ヶ
月
に
も
及
ぶ
内
戦
の
後
、
ア
ナ

ス
タ
シ
オ
ス
ニ
世
は
自
ら
の
身
に
は
恐
ら
く
危
険
が
追
っ
て
い
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
抵
抗
を
や
め
て
修
道
士
と
な
っ
た
。
資
料
を
見
る
限
り
、

こ
の
理
由
は
二
点
あ
る
。
一
つ
は
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
が
反
乱
軍
の
手
に
落
ち
た
こ
と
で
あ
る
。
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
を
掌
握

し
て
い
る
か
否
か
は
、
政
権
の
命
運
を
左
右
す
る
大
き
な
要
素
で
あ
っ
た
。
七
一
…
年
の
政
権
交
代
の
際
も
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ
コ
ス
が
コ
ン
ス
タ

ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
を
掌
握
し
た
こ
と
が
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ノ
ス
二
世
の
失
脚
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ま
た
レ
オ
ン
三
世
没
後
の
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ

ノ
ス
蓋
世
と
ア
ル
タ
バ
ス
ド
ス
と
の
帝
位
を
め
ぐ
る
内
戦
の
際
も
、
当
初
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
五
世
が
苦
境
に
陥
っ
た
の
は
、
ア
ル
タ
バ
ス
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ド
ス
に
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
を
握
ら
れ
た
こ
と
が
無
視
で
き
な
い
。

　
第
二
の
理
由
と
し
て
、
「
市
内
に
い
た
ア
ル
テ
ミ
オ
ス
の
ア
ル
コ
ン
た
ち
」
が
捕
ら
え
ら
れ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ

世
は
学
監
イ
ア
に
連
行
さ
れ
て
き
た
彼
ら
の
姿
を
見
て
絶
望
し
、
降
伏
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
が
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ
世
の
降
伏
の
最
大
の
理

由
で
あ
る
。
こ
の
「
ア
ル
コ
ン
た
ち
」
は
、
当
時
総
主
教
だ
っ
た
ゲ
ル
マ
ノ
ス
の
名
前
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
も
考
慮
す
る
と
、
ア
ナ
ス

タ
シ
オ
ス
一
塁
の
「
自
ら
の
家
人
」
た
ち
に
加
え
て
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
残
っ
て
い
た
中
央
政
府
の
有
力
者
た
ち
も
含
ま
れ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ
世
の
即
位
に
あ
た
っ
て
彼
と
連
携
し
た
「
元
老
院
」
の
人
々
や
、
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
上
世

に
よ
っ
て
登
用
さ
れ
た
「
特
に
学
識
の
あ
る
人
々
」
で
あ
る
。
実
際
、
ゲ
ル
マ
ノ
ス
も
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ
世
に
よ
っ
て
キ
ュ
ジ
コ
ス
府
主
教

か
ら
総
主
教
に
任
じ
ら
れ
た
と
い
う
経
歴
を
持
っ
て
い
る
。

　
前
節
で
分
析
を
行
っ
た
よ
う
に
、
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
運
勢
は
首
都
の
有
力
者
の
支
持
に
よ
っ
て
皇
帝
に
即
位
し
た
。
そ
の
一
方
で
即
位
に
あ

た
っ
て
の
軍
の
関
与
は
部
分
的
な
も
の
に
限
ら
れ
、
し
か
も
先
帝
フ
ィ
リ
ッ
ピ
コ
ス
の
拉
致
を
実
行
し
た
丘
一
士
た
ち
の
出
身
母
体
で
あ
る
テ

マ
・
オ
プ
シ
キ
オ
ン
に
対
し
て
は
厳
し
い
態
度
を
と
っ
て
い
た
。
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ
世
と
軍
、
特
に
テ
マ
・
オ
プ
シ
キ
オ
ン
と
の
関
係
は
明

　
　
　
　
　
　
　
⑳

ら
か
に
脆
弱
で
あ
る
。

　
オ
プ
シ
キ
オ
ン
の
軍
が
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
を
制
圧
し
、
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ
世
を
支
え
て
い
た
中
央
政
府
の
有
力
者
た
ち
が
反
乱

軍
の
手
に
落
ち
た
た
め
、
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ
世
は
政
権
基
盤
を
完
全
に
失
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
時
点
で
、
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
聖
賢
に
は

自
ら
の
身
の
安
全
を
保
障
し
て
も
ら
っ
た
上
で
退
位
す
る
他
、
打
つ
手
が
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
三
）
小

括

本
章
で
の
検
討
結
果
を
簡
単
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

ブ
イ
リ
ッ
ピ
コ
ス
か
ら
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ
世
へ
の
政
権
交
代
に
際
し
て
は
、

テ
マ
・
オ
プ
シ
キ
オ
ン
の
関
与
は
非
常
に
限
定
的
な
も
の
で
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あ
っ
た
。
実
際
に
フ
ィ
リ
ッ
ピ
コ
ス
の
失
脚
と
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ
世
の
即
位
を
計
画
・
実
現
さ
せ
た
の
は
「
元
老
院
」
1
ー
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ

ノ
ー
プ
ル
の
有
力
な
文
官
た
ち
で
あ
っ
た
。
オ
プ
シ
キ
オ
ン
は
、
ブ
イ
リ
ッ
ピ
コ
ス
の
拉
致
の
た
め
に
必
要
な
人
員
を
確
保
す
る
た
め
に
、
こ

れ
ら
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
有
力
文
官
た
ち
に
利
用
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
堆
黒
の
デ
ー
モ
ス
も
関
与
を
し
て
い
る
が
、
彼
ら
は

文
官
た
ち
と
密
接
な
連
携
の
も
と
に
行
動
し
て
お
り
、
彼
ら
自
身
が
独
自
の
政
治
的
勢
力
と
し
て
活
動
し
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。

　
こ
う
し
た
即
位
の
経
過
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ
世
の
政
権
を
支
え
て
い
た
の
は
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の

中
央
行
政
機
構
の
幹
部
た
ち
で
あ
っ
た
。
反
面
、
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
二
世
は
軍
か
ら
の
強
力
な
支
持
は
得
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ

が
オ
プ
シ
キ
オ
ン
に
よ
る
反
乱
と
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ
世
の
失
脚
と
い
う
事
態
へ
と
結
び
つ
い
て
い
く
。

　
前
章
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
「
混
乱
の
時
代
」
の
皇
帝
に
と
っ
て
、
軍
隊
の
不
満
や
軍
事
的
な
成
果
が
挙
げ
ら
れ
な
い
こ
と
は
、
そ
の
地
位

を
不
安
定
に
さ
せ
る
大
き
な
要
函
で
あ
っ
た
。
対
ブ
ル
ガ
リ
ア
戦
争
で
成
果
を
挙
げ
ら
れ
な
か
っ
た
ブ
イ
リ
ッ
ピ
コ
ス
に
も
、
そ
し
て
オ
プ
シ

キ
オ
ン
の
不
満
を
和
ら
げ
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ
世
に
も
、
こ
れ
は
当
て
は
ま
る
。

　
だ
が
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ
コ
ス
か
ら
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ
世
へ
の
政
権
交
代
は
、
軍
以
外
に
も
政
権
維
持
に
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
が
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
中
央
政
府
の
要
職
に
あ
る
人
々
の
支
持
で
あ
る
。
軍
の
み
な
ら
ず
、
中
央
政
府
を
も

確
実
に
掌
握
す
る
こ
と
が
政
権
維
持
の
必
要
条
件
だ
っ
た
。
ま
た
そ
れ
と
と
も
に
、
首
都
の
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
を
確
実
に
支
配
し
て

い
る
こ
と
の
重
要
性
も
留
意
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。

①
　
〉
α
Q
田
園
8
も
．
⑩
O
ρ

②
〉
σ
Q
四
些
。
p
唱
．
り
O
ρ

③
穿
8
唱
7
‘
唱
■
。
。
。
。
卜
。
∴
蜜
r
。
7
ミ
．

④
ニ
ケ
フ
ォ
ロ
ス
は
会
食
を
行
っ
た
相
手
を
「
友
入
た
ち
扁
と
し
て
い
る
。
ま
た

　
日
時
も
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
創
建
記
念
日
（
五
月
一
一
日
）
と
し
て
い

　
る
が
、
こ
れ
は
原
資
料
を
誤
解
し
た
た
め
で
あ
る
。
テ
オ
フ
ァ
ネ
ス
で
は
創
建
記

　
念
日
の
競
馬
開
催
の
記
事
に
続
い
て
、
六
月
二
日
の
会
食
の
記
事
が
あ
る
。

　
↓
冨
。
℃
げ
．
”
O
．
ω
c
Q
ω
∴
累
貯
こ
。
『
膳
Q
o
’

⑤
ヒ
ッ
ポ
ド
ロ
ー
ム
内
に
あ
る
小
部
屋
で
、
競
馬
の
際
の
レ
ー
ン
決
定
の
時
の
く

　
じ
引
き
に
用
い
ら
れ
る
器
具
（
オ
ル
ナ
）
を
保
管
し
て
い
た
。
こ
の
部
屋
は
デ
ー

　
モ
ス
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
い
た
。

⑥
臣
8
筈
．
も
．
ω
。
。
ら
。
．
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⑦
》
α
q
帥
簿
8
も
．
8
9

⑧
旨
国
Φ
「
匿
㌦
．
準
葭
署
障
8
鋤
巳
跨
Φ
O
お
Φ
μ
ω
．
、
甲
昇
Ω
．
ω
a
①
雪
島
ω
．

　
同
p
憲
。
ω
（
巴
。
。
．
）
噛
さ
§
ミ
ミ
N
N
§
註
袋
ミ
9
慧
鴇
§
謬
鎧
ミ
馬
鳶
》
跨
ぎ
遂
§
駄

　
ら
ミ
ミ
鳶
寒
ミ
ら
ミ
ミ
8
ぎ
ミ
魯
象
鋼
諺
匡
臼
珍
o
F
b
σ
O
O
一
も
ワ
一
ω
刈
－
一
疋
．

⑨
デ
ー
モ
ス
が
馬
車
競
技
の
応
援
党
派
で
、
政
治
的
行
動
を
と
る
こ
と
も
あ
っ
た

　
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
が
、
七
世
紀
末
－
八
世
紀
初
頭
に
デ
ー
モ
ス
が
独
自

　
の
政
治
集
団
と
し
て
の
実
体
を
持
っ
て
い
た
か
否
か
は
判
断
し
に
く
い
。
し
か
し

　
こ
の
時
点
で
は
デ
ー
モ
ス
（
緑
組
）
は
独
自
の
行
動
と
い
う
よ
り
は
、
コ
ン
ス
タ

　
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
有
力
者
た
ち
の
意
を
受
け
て
行
動
し
て
い
た
よ
う
に
感
じ
ら

　
れ
る
。

⑩
臣
8
喜
．
も
℃
．
お
O
ム
O
『
ズ
陣
げ
も
『
輿
．

⑪
閏
■
芝
即
艮
Φ
ぎ
き
p
摯
蟹
濤
§
跨
暮
§
沁
§
咋
§
蹴
謡
ミ
§
ミ
鷺
ミ
§
。
。
・
ミ
N
へ

　
ρ
魯
ミ
§
譜
3
切
Φ
憎
ぎ
（
以
下
、
引
き
α
q
と
略
ζ
⑩
。
。
ρ
ω
■
ω
ピ

⑫
旨
閃
．
田
匡
。
p
陸
N
§
§
偽
穿
§
識
§
9
§
窺
§
註
ミ
ミ
賊
舞
§
職
縣
§
§
ミ

　
§
軋
智
紅
ミ
簑
、
q
勲
章
き
馬
曾
防
隷
凡
§
織
留
蹴
詳
§
“
§
9
軌
o
Q
O
－
§
じ
d
o
潟
卸
一
㊤
Q
Q
♪

　
唱
鳴
．
輔
O
孚
ト
っ
①
餅

⑬
元
老
院
議
員
に
は
ス
ト
ラ
テ
ー
ゴ
ス
な
ど
の
テ
マ
幹
部
も
含
ま
れ
う
る
が
、
こ

　
こ
で
は
テ
マ
と
元
老
院
が
対
比
さ
れ
て
お
り
、
中
央
政
府
の
文
官
の
こ
と
を
元
老

　
院
と
記
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

⑭
誤
8
讐
‘
や
ω
。
。
。
。
」
蜜
犀
．
曽
。
『
魁
。
。
．

⑮
臣
Φ
8
げ
．
も
’
ω
刈
G
。
・

⑯
潤
㍉
Ω
■
b
d
Φ
興
一
肋
Φ
鵠
け
§
山
＜
。
野
く
。
・
囚
。
鼠
碧
野
。
悔
位
、
．
し
肖
し
ロ
ミ
舞

　
》
ぎ
魯
§
勘
寒
、
§
跨
§
恥
9
9
翠
弗
－
ミ
舞
費
鮒
澄
ミ
N
題
富
試
9
鷺
N
㎏
歌
－
ω
5
一
－
刈
伊

　
ω
・
ω
一
（
＞
p
ヨ
’
①
O
）
．

⑰
国
叢
昆
①
ぎ
き
戸
め
ミ
§
器
琳
黛
ミ
§
N
ミ
ぎ
謎
S
§
§
u
肇
詫
q
§
陸
N
§
N

　
§
P
。
§
駄
ゆ
魯
詠
き
§
譜
真
じ
d
①
熱
P
6
c
。
刈
（
以
下
、
興
奮
器
と
略
）
岬
ψ

　
し
Q
Q
◎
一
G
Q
O
．

⑱
実
際
、
後
述
す
る
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ
世
と
オ
プ
シ
キ
オ
ン
と
の
関
係
か
ら
考

　
え
て
、
オ
プ
シ
キ
オ
ン
が
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ
世
を
支
持
す
る
と
は
考
え
に
く
い
。

　
ま
た
ブ
ル
ガ
リ
ア
軍
の
助
力
が
必
要
な
こ
と
も
、
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
出
世
を
支
持

　
す
る
軍
隊
が
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。

⑲
臣
①
。
℃
7
．
も
．
ω
。
。
G
。
■

⑳
詔
8
9
．
も
■
ω
。
。
野
蜜
r
。
『
お
．

⑳
か
つ
て
良
質
の
木
材
（
レ
バ
ノ
ン
杉
）
を
産
出
し
て
い
た
シ
リ
ア
の
森
林
地
帯

　
は
、
こ
の
時
期
に
は
ほ
ぼ
消
滅
し
て
お
り
、
ア
ラ
ブ
は
建
艦
胴
の
木
材
の
調
達
に

　
苦
し
ん
で
い
た
。

⑫
峯
『
も
『
O
O
．
…
票
①
8
貫
唱
■
。
。
。
。
興

⑳
誤
8
冨
；
喝
．
ω
。
。
野
菊
F
。
7
．
営
・

⑳
　
た
だ
し
内
戦
の
中
心
は
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
近
海
で
の
海
戦
で
あ
り
、

　
オ
プ
シ
キ
オ
ン
を
中
心
と
す
る
反
乱
軍
に
は
有
力
な
艦
隊
が
な
く
、
商
船
の
徴
発

　
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
日
冨
。
嘗
．
も
・
ω
o
。
し
。
．
“
蜜
障
ご
0
7
．
O
ド

⑮
　
日
脚
。
喜
’
も
9
G
。
o
。
①
∴
ヨ
r
o
劉
黛
’

⑳
6
竃
。
喜
↓
℃
．
ω
c
。
ρ
バ
リ
ス
バ
ク
リ
オ
ス
は
「
第
一
の
バ
ト
リ
キ
オ
ス

　
（
目
O
ε
d
o
試
ρ
d
O
簿
δ
の
と
と
さ
れ
て
お
り
、
彼
（
あ
る
い
は
オ
プ
シ
キ
オ
ン
の
コ

　
メ
ス
）
の
占
め
て
い
た
高
い
地
位
が
示
唆
さ
れ
る
。

⑳
　
中
谷
前
掲
論
文
、
二
八
頁
。

⑱
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ
世
と
と
も
に
ニ
カ
イ
ア
に
避
難
し
た
人
々
が
い
た
こ
と
も
、

　
資
料
か
ら
示
唆
さ
れ
る
。

⑳
軍
へ
の
新
た
な
人
材
の
登
用
は
、
軍
で
の
皇
帝
の
発
言
力
強
化
の
意
図
も
あ
っ

　
た
だ
ろ
う
。

（88）88



八世紀前半におけるビザンツ皇帝選出のダイナミクス（小林）

　
　
　
　
　
　
　
　
四
　
レ
オ
ン
三
世
の
即
位
を
め
ぐ
っ
て

　
本
章
で
は
レ
オ
ン
三
世
の
、
特
に
皇
帝
即
位
ま
で
の
経
過
に
焦
点
を
当
て
て
、
レ
オ
ン
三
世
の
経
歴
と
彼
を
支
持
し
て
い
た
集
団
に
関
し
て

分
析
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
じ
　
レ
オ
ン
三
世
の
経
歴

　
レ
オ
ン
の
経
歴
に
関
し
て
は
、
テ
オ
フ
ァ
ネ
ス
の
伝
え
て
い
る
経
歴
が
～
般
に
流
布
し
て
い
る
。
ゆ
え
に
は
じ
め
に
、
テ
オ
フ
ァ
ネ
ス
の
伝

　
　
　
　
　
　
　
①

え
る
レ
オ
ン
の
経
歴
を
簡
単
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

　
レ
オ
ン
は
シ
リ
ア
北
部
の
ゲ
ル
マ
ニ
ケ
イ
ア
出
身
で
あ
る
。
ゲ
ル
マ
ニ
ケ
イ
ア
と
そ
の
周
辺
地
域
は
、
七
世
紀
末
の
時
点
で
は
ビ
ザ
ン
ツ
帝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

国
と
ア
ラ
ブ
と
の
間
で
領
有
を
め
ぐ
る
争
い
が
続
い
て
い
た
。
そ
ん
な
時
期
に
、
レ
オ
ン
ら
ゲ
ル
マ
ニ
ケ
イ
ア
の
住
民
た
ち
は
、
ユ
ス
テ
ィ
ニ

ア
ノ
ス
ニ
世
の
命
に
よ
っ
て
ト
ラ
キ
ア
の
メ
セ
ン
ブ
リ
ア
に
移
住
さ
せ
ら
れ
た
と
い
う
。
そ
し
て
七
〇
五
年
、
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ノ
ス
が
帝
位
奪

回
を
め
ざ
し
て
ト
ラ
キ
ア
を
南
下
し
て
い
た
時
に
、
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ノ
ス
出
世
に
羊
五
〇
〇
頭
を
贈
っ
て
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ノ
ス
ニ
世
の
知
遇
を

得
る
。
そ
し
て
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ノ
ス
漆
室
が
帝
位
を
奪
回
す
る
と
、
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ノ
ス
は
レ
オ
ン
を
「
す
ぐ
に
ス
パ
タ
リ
オ
ス
と
し
、
彼
を

親
友
と
し
た
」
。

　
だ
が
レ
オ
ン
は
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ノ
ス
ニ
世
か
ら
疑
念
を
抱
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。
レ
オ
ン
は
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ノ
ス
二
世
の
命
令
で
、
コ
ー
カ

サ
ス
地
方
に
派
遣
さ
れ
た
。
こ
れ
は
レ
オ
ン
が
不
慮
の
死
を
遂
げ
る
こ
と
を
期
待
し
て
の
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ノ
ス
強
飯
の
計
略
だ
っ
た
と
、
テ
オ

フ
ァ
ネ
ス
は
伝
え
て
い
る
。
だ
が
レ
オ
ン
は
無
事
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
帰
還
し
た
。
な
お
一
二
世
紀
に
著
さ
れ
た
ゾ
ナ
ラ
ス
の
『
歴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

史
摘
要
隔
に
よ
る
と
、
レ
オ
ン
の
帰
還
は
既
に
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ
世
の
時
代
に
な
っ
て
い
た
と
い
い
、
現
代
で
も
こ
の
ゾ
ナ
ラ
ス
の
記
述
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

信
頼
し
て
い
る
研
究
者
も
い
る
。
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ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ
世
は
レ
オ
ン
の
才
能
を
認
め
、
彼
を
テ
マ
・
ア
ナ
ト
リ
コ
ン
の
ス
ト
ラ
テ
ー
ゴ
ス
に
任
じ
た
。
そ
し
て
ア
ナ
ス
タ
シ
オ

ス
ニ
世
が
失
脚
し
て
テ
オ
ド
シ
オ
ス
三
世
が
即
位
し
た
後
も
、
レ
オ
ン
は
テ
オ
ド
シ
オ
ス
三
世
に
従
わ
ず
、
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ
世
支
持
を
続

け
た
。
そ
し
て
同
じ
立
場
を
と
っ
た
テ
マ
・
ア
ル
メ
ニ
ア
コ
ン
の
ス
ト
ラ
テ
ー
ゴ
ス
の
ア
ル
タ
バ
ス
ド
ス
と
結
ん
だ
。

　
テ
オ
フ
ァ
ネ
ス
の
伝
え
る
こ
の
経
歴
が
、
一
般
に
流
布
し
て
い
る
が
、
こ
の
報
告
に
は
問
題
点
も
多
い
。
第
一
に
、
同
様
の
報
告
を
行
う
資

料
が
他
に
存
在
し
な
い
。
テ
オ
フ
ァ
ネ
ス
と
類
似
し
た
記
述
を
行
っ
て
い
る
資
料
は
、
ゾ
ナ
ラ
ス
の
よ
う
に
テ
オ
フ
ァ
ネ
ス
よ
り
時
代
の
下
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

時
期
に
著
さ
れ
た
も
の
、
す
な
わ
ち
テ
オ
フ
ァ
ネ
ス
に
基
づ
い
て
記
述
を
行
っ
て
い
る
も
の
し
か
な
い
。
こ
の
時
期
に
関
し
て
ほ
ぼ
テ
オ
フ
ァ

ネ
ス
と
同
一
の
原
資
料
に
基
づ
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
ニ
ケ
フ
ォ
ロ
ス
の
『
簡
約
歴
史
』
に
は
、
レ
オ
ン
の
ア
ナ
ト
リ
コ
ン
の
ス
ト
ラ
テ
ー
ゴ

ス
就
任
前
の
経
歴
は
存
在
し
な
い
。

　
第
二
に
、
テ
オ
フ
ァ
ネ
ス
の
報
告
に
伝
説
的
な
色
彩
が
強
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
一
介
の
羊
飼
い
が
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ノ
ス
ニ
世
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

面
会
し
て
、
ス
パ
タ
リ
オ
ス
の
位
を
与
え
ら
れ
た
り
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
ス
パ
タ
リ
オ
ス
は
九
世
紀
以
降
は
中
位
の
爵
位
と
な
る
が
、
こ
の

時
期
に
は
な
お
そ
の
軍
事
的
な
職
務
を
あ
る
程
度
残
し
て
い
た
。
ま
た
テ
マ
の
ス
ト
ラ
テ
ー
ゴ
ス
が
同
時
に
帯
び
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
一
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

の
羊
飼
い
に
与
え
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
得
な
い
。
ま
た
コ
ー
カ
サ
ス
遠
征
も
、
ゾ
ナ
ラ
ス
が
伝
え
て
い
る
よ
う
な
二
度
の
政
権
交
代

を
は
さ
ん
で
の
、
長
期
間
の
行
動
が
可
能
と
は
考
え
に
く
い
。
さ
ら
に
こ
の
コ
ー
カ
サ
ス
遠
征
（
テ
オ
フ
ァ
ネ
ス
の
報
告
を
見
る
限
り
、
所
期
の
目

的
を
達
成
し
た
と
は
言
い
難
い
）
の
み
で
、
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ
世
が
彼
を
有
能
な
人
物
と
認
め
、
ア
ナ
ト
リ
コ
ン
の
ス
ト
ラ
テ
ー
ゴ
ス
に
任
命

し
た
と
い
う
の
も
不
自
然
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
テ
オ
フ
ァ
ネ
ス
の
伝
え
る
レ
オ
ン
の
経
歴
に
は
疑
問
点
が
い
く
つ
も
存
在
す
る
。
無
論
テ
オ
フ
ァ
ネ
ス
の
報
告
を
否
定
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
な
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
そ
の
他
の
資
料
を
も
参
照
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
レ
オ
ン
三
世
の
経
歴
に
関
し
て
テ
オ
フ
ァ
ネ
ス
の
他
に
報
告
を
行
っ
て
い
る
も
の
と
し
て
は
、
偽
証
ハ
ネ
ス
ほ
ダ
マ
ス
ケ
ノ
ス
の
『
皇
帝
テ

オ
フ
ィ
ロ
ス
へ
の
書
簡
』
（
九
世
紀
申
盤
成
立
）
と
、
修
道
士
ゲ
オ
ル
ギ
オ
ス
の
『
年
代
記
』
（
九
世
紀
中
盤
一
後
半
成
立
）
が
あ
る
ゆ
こ
れ
ら
に
は
、
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八世紀前半におけるビザンツ皇帝選出のダイナミクス（小林）

　
さ
て
ア
ナ
ト
リ
コ
ン
の
軍
管
区
を
、
バ
ト
リ
キ
オ
ス
の
シ
シ
ニ
オ
ス
な
る
入
物
が
管
轄
し
て
い
た
が
、
彼
は
兵
士
の
徴
募
の
た
め
に
管
区
内
を
巡
察
し

て
い
た
。
こ
の
時
に
粗
野
な
レ
オ
ン
は
兵
士
と
し
て
徴
募
さ
れ
、
そ
し
て
わ
ず
か
な
間
に
大
き
く
出
世
し
て
皇
帝
テ
オ
ド
シ
オ
ス
に
よ
っ
て
ス
パ
タ
リ
オ

ス
の
位
を
与
え
ら
れ
る
ま
で
に
成
り
上
が
っ
た
。
そ
し
て
彼
に
よ
っ
て
当
時
蛮
族
の
手
に
落
ち
て
い
た
西
方
の
領
域
、
カ
ン
パ
ニ
ア
、
ア
マ
ル
フ
ィ
、
ナ

ポ
リ
に
派
遣
さ
れ
た
。
彼
は
そ
れ
ら
の
地
へ
＝
～
○
隻
の
ド
ロ
モ
ン
船
と
船
員
た
ち
を
率
い
て
赴
き
、
勝
利
を
収
め
て
和
平
を
結
び
、
帝
国
に
帰
還
し
た
。

そ
し
て
す
ぐ
に
兵
士
た
ち
に
よ
っ
て
皇
帝
と
宣
言
さ
れ
た
。
そ
れ
で
先
述
し
た
皇
帝
テ
オ
ド
シ
オ
ス
は
レ
オ
ン
と
会
見
し
、
自
ら
の
頭
上
か
ら
帝
冠
を
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

っ
て
レ
オ
ン
に
授
け
た
の
で
あ
る
。

と
あ
る
。

　
こ
の
報
告
は
ス
パ
タ
リ
オ
ス
位
を
与
え
た
の
が
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ノ
ス
ニ
世
で
は
な
く
テ
オ
ド
シ
オ
ス
三
世
と
な
っ
て
い
る
な
ど
、
テ
オ
フ
ァ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

ネ
ス
の
記
述
と
ク
ロ
ノ
ロ
ジ
ー
が
矛
盾
し
て
い
る
部
分
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
従
来
は
ほ
と
ん
ど
無
視
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
こ
の
報
告
そ
れ
自

体
に
は
、
テ
オ
フ
ァ
ネ
ス
の
記
述
と
は
異
な
っ
て
伝
説
的
な
色
彩
を
ま
と
っ
た
部
分
は
小
さ
い
。
資
料
自
体
の
成
立
時
期
も
テ
オ
フ
ァ
ネ
ス
か

ら
大
き
く
遅
れ
て
い
る
わ
け
で
な
く
、
そ
の
情
報
を
完
全
に
誤
り
と
決
め
つ
け
て
し
ま
う
決
め
手
も
な
い
。

　
そ
れ
ゆ
え
、
テ
オ
フ
ァ
ネ
ス
と
偽
北
山
ネ
ス
ー
ー
ダ
マ
ス
ケ
ノ
ス
／
ゲ
オ
ル
馬
脳
ス
の
双
方
に
歴
史
的
事
実
を
認
め
、
双
方
を
両
立
さ
せ
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

と
す
る
ヘ
ン
デ
ィ
の
主
張
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ヘ
ン
デ
イ
に
よ
る
と
、
ゲ
ル
マ
ニ
ケ
イ
ア
は
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
支
配
下
に
あ
っ
た

時
期
に
は
テ
マ
・
ア
ナ
ト
リ
コ
ン
の
管
轄
区
域
内
に
あ
り
、
ゲ
ル
マ
ニ
ケ
イ
ア
か
ら
メ
セ
ン
ブ
リ
ア
へ
の
住
民
の
移
動
は
、
ア
ナ
ト
リ
コ
ン
の

ス
ト
ラ
テ
ー
ゴ
ス
の
指
揮
下
に
行
わ
れ
た
。
彼
は
さ
ら
に
、
レ
オ
ン
に
よ
る
イ
タ
リ
ア
遠
征
を
テ
オ
ド
シ
オ
ス
三
世
の
時
代
で
は
な
く
、
ユ
ス

テ
ィ
ニ
ア
ノ
ス
ニ
世
の
二
度
巨
の
治
世
、
七
〇
五
一
七
一
一
年
の
あ
い
だ
に
行
わ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
確
か
に
、
テ
オ
ド
シ
オ
ス
三
世

の
時
代
に
イ
タ
リ
ア
に
艦
隊
が
派
遣
さ
れ
る
こ
と
は
考
え
に
く
く
、
一
方
で
七
〇
五
－
七
＝
年
の
間
に
は
べ
ネ
ヴ
ェ
ン
ト
公
ギ
ス
ル
フ
の
カ

ン
パ
ニ
ア
攻
撃
（
七
〇
三
／
四
年
）
や
教
皇
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
（
在
位
七
〇
八
1
七
一
五
年
）
の
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
訪
問
（
七
～
O

l
七
＝
年
、
カ
ラ
ビ
シ
ア
ノ
イ
が
出
動
）
、
ラ
ヴ
ェ
ン
ナ
総
督
ヨ
ハ
ネ
ス
H
リ
ゾ
コ
ポ
ス
の
殺
害
（
七
＝
年
）
な
ど
、
イ
タ
リ
ア
で
は
い
く
つ
も
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の
重
大
な
事
件
が
起
き
て
い
た
。
別
稿
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
イ
タ
リ
ア
方
面
を
統
括
し
て
い
た
シ
チ
リ
ア
島
の
艦
隊
は
こ
の
時
期
、
ア
ラ
ブ

の
北
ア
フ
リ
カ
制
圧
と
チ
ュ
ニ
ス
へ
の
艦
隊
設
置
へ
の
対
応
に
追
わ
れ
、
イ
タ
リ
ア
本
土
の
状
況
に
積
極
的
に
関
与
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

⑫た
。
そ
の
た
め
ヘ
ン
デ
ィ
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
東
部
地
中
海
方
面
か
ら
南
イ
タ
リ
ア
へ
艦
隊
が
派
遣
さ
れ
た
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
し
て
レ
オ
ン
の
コ
ー
カ
サ
ス
遠
征
が
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
過
書
時
代
に
ま
で
及
ん
だ
と
伝
え
て
い
る
の
が
後
代
の
ゾ
ナ
ラ
ス
で
あ
り
、
テ
オ

フ
ァ
ネ
ス
は
明
確
に
「
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ノ
ス
の
と
こ
ろ
に
」
戻
っ
た
と
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
レ
オ
ン
の
コ
ー
カ
サ
ス
滞
在
は

さ
ほ
ど
長
期
間
に
は
及
ば
ず
、
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ノ
ス
ニ
世
時
代
に
そ
の
他
の
任
務
に
も
つ
い
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
し
て
そ
う
で
あ
れ
ば
、

ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ
世
が
彼
を
ア
ナ
ト
リ
コ
ン
の
ス
ト
ラ
テ
ー
ゴ
ス
に
任
命
し
た
理
由
も
よ
り
明
確
に
理
解
で
き
る
。
レ
オ
ン
は
コ
ー
カ
サ
ス

遠
征
の
他
に
も
各
種
の
任
務
に
つ
き
、
多
く
の
実
績
を
残
し
て
い
た
。
そ
し
て
そ
れ
ゆ
え
に
皇
帝
の
目
に
留
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
最
近
、
印
章
資
料
か
ら
確
認
で
き
る
ト
ゥ
ル
マ
ル
ケ
ス
／
バ
ト
リ
キ
オ
ス
の
コ
ノ
ン
な
る
人
物
が
、
レ
オ
ン
三
世
と
同
一
人
物
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
テ
マ
の
主
要
な
役
職
で
あ
る
ト
ゥ
ル
マ
ル
ケ
ス
職
へ
の
就
任
も
、
こ
れ
ま
で
の
分
析
の
結
果
と
矛
盾
し
な
い
。

　
以
上
要
す
る
に
、
レ
オ
ン
は
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ノ
ス
箇
々
の
最
初
の
治
世
に
、
シ
リ
ア
北
部
の
ゲ
ル
マ
ニ
ケ
イ
ア
か
ら
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
に
移
住

し
て
き
た
。
レ
オ
ン
は
軍
人
と
し
て
勤
務
し
、
少
な
く
と
も
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ノ
ス
三
世
の
二
度
目
の
治
世
以
降
は
各
種
の
軍
務
で
指
揮
官
と
し

て
い
く
つ
か
の
実
績
を
上
げ
た
。
そ
れ
が
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ
世
の
目
に
留
ま
り
、
軍
へ
の
発
雷
力
強
化
の
た
め
に
新
た
な
人
材
を
抜
擢
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ
世
の
意
図
と
も
一
致
し
た
。
そ
の
た
め
レ
オ
ン
は
テ
マ
・
ア
ナ
ト
リ
コ
ン
の
ス
ト
ラ
テ
ー
ゴ
ス
に

任
命
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
レ
オ
ン
の
経
歴
か
ら
は
、
彼
が
資
料
の
伝
え
る
よ
う
な
低
い
社
会
階
層
の
出
身
で
は
な
い
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
ハ
ル
ド
ン
が
分

析
し
て
い
る
よ
う
に
、
八
世
紀
中
盤
－
後
半
に
お
い
て
、
一
般
の
兵
士
が
上
位
の
軍
司
令
官
、
あ
る
い
は
皇
帝
の
知
遇
を
受
け
て
急
速
に
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

地
位
を
上
昇
さ
せ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
急
速
な
昇
進
が
可
能
だ
っ
た
の
は
、
社
会
的
地
位
の
高
い
人
物
や
そ
の
子
弟
た
ち
で
あ
っ
た
。

八
世
紀
初
頭
一
前
半
に
関
し
て
は
、
資
料
が
な
い
た
め
詳
ら
か
に
は
で
き
な
い
も
の
の
、
八
世
紀
中
盤
以
降
と
大
き
な
差
異
は
な
か
っ
た
と
考
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え
て
い
い
だ
ろ
う
。
レ
オ
ン
三
世
の
ス
パ
タ
リ
オ
ス
位
の
保
持
や
急
速
な
昇
進
は
、
彼
が
比
較
的
高
い
社
会
的
出
自
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
つ
ま
り
レ
オ
ン
三
世
は
「
混
乱
の
時
代
」
の
他
の
皇
帝
と
同
様
、
第
二
章
で
確
認
し
た
よ
う
な
＝
疋
以
上
の
高
い
社
会
的
地
位
を

持
っ
た
人
物
と
し
て
認
識
さ
れ
得
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
レ
オ
ン
は
皇
帝
位
に
つ
く
た
め
の
第
～
の
条
件
を
ク
リ
ア
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
二
）
　
レ
オ
ン
三
世
の
即
位

　
先
述
し
た
よ
う
に
、
レ
オ
ン
は
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ
世
の
失
脚
後
テ
オ
ド
シ
オ
ろ
二
世
に
反
抗
し
、
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
乱
世
を
支
持
す
る
態

度
を
明
確
に
し
た
。
一
方
こ
の
時
期
は
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
へ
向
け
て
ア
ラ
ブ
が
本
格
的
な
攻
撃
を
開
始
す
る
時
期
で
も
あ
っ
た
。
緊

迫
し
た
情
勢
の
中
、
レ
オ
ン
は
ア
ル
タ
バ
ス
ド
ス
と
結
ん
で
、
皇
帝
と
し
て
即
位
す
る
。
本
節
は
こ
う
し
た
、
レ
オ
ン
三
世
の
即
位
に
い
た
る

ま
で
の
展
開
を
検
討
す
る
。

　
テ
オ
ド
シ
オ
ス
三
世
が
退
位
し
て
、
レ
オ
ン
三
世
が
即
位
す
る
誘
因
と
な
っ
た
の
は
、
レ
オ
ン
と
ア
ル
タ
バ
ス
ド
ス
が
連
合
し
て
コ
ン
ス
タ

ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
迫
っ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
テ
オ
ド
シ
オ
ス
三
世
に
直
接
引
導
を
渡
し
た
の
は
レ
オ
ン
ら
で
は
な
か
っ
た
。
テ
オ
フ

ァ
ネ
ス
に
よ
る
と
、

　
　
　
一
方
ス
ト
ラ
テ
ー
ゴ
ス
（
レ
オ
ン
）
は
皇
帝
の
息
子
と
、
彼
と
心
を
同
じ
く
す
る
者
た
ち
と
と
も
に
ク
リ
ュ
ソ
ポ
リ
ス
に
進
ん
だ
。
テ
オ
ド
シ
オ
ス
は
こ

　
　
の
事
態
を
知
る
と
、
総
主
教
の
ゲ
ル
マ
ノ
ス
や
元
老
院
議
員
た
ち
と
協
議
を
行
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
総
主
教
を
通
じ
て
、
彼
の
身
の
安
全
と
教
会
を
平
和

　
　
裏
に
保
持
す
る
こ
と
を
保
証
す
る
約
束
を
取
り
付
け
た
。
そ
れ
で
テ
オ
ド
シ
オ
ス
は
彼
の
息
子
と
と
も
に
聖
職
者
と
な
り
、
彼
ら
は
余
生
を
平
穏
に
過
ご

　
　
　
⑮

　
　
し
た
。

　
ま
た
ニ
ケ
フ
ォ
ロ
ス
に
は
、

　
　
そ
れ
（
ア
ラ
ブ
軍
の
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
：
プ
ル
攻
略
作
戦
）
を
知
る
と
軍
や
行
政
府
の
要
人
た
ち
は
、
テ
オ
ド
シ
オ
ス
の
経
験
の
欠
如
と
敵
軍
に
対
し

　
　
て
抵
抗
す
る
能
力
が
十
分
に
は
な
い
こ
と
を
考
え
て
、
彼
に
対
し
て
帝
国
の
統
治
権
を
手
放
し
、
平
穏
に
私
人
で
い
る
よ
う
に
勧
告
し
た
。
こ
う
し
て
彼
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⑯

　
　
は
一
年
間
の
治
僅
の
後
、
引
退
し
た
。

と
あ
る
。
テ
オ
ド
シ
オ
ス
三
世
を
最
終
的
に
引
退
に
追
い
込
ん
だ
の
は
、
レ
オ
ン
や
ア
ル
タ
バ
ス
ド
ス
で
は
な
く
、
中
央
政
府
の
要
人
た
ち
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
、
総
主
教
の
ゲ
ル
マ
ノ
ス
が
有
力
者
と
し
て
ひ
と
り
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
前
章
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、

ゲ
ル
マ
ノ
ス
は
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ
世
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
、
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ
世
と
テ
オ
ド
シ
オ
ス
三
世
と
の
内
戦
の
際
に
も
コ
ン
ス
タ

ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
あ
っ
て
最
後
ま
で
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ
世
を
支
持
し
て
い
た
人
物
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
彼
は
元
来
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ
世

を
支
持
す
る
有
力
な
メ
ン
バ
ー
の
一
人
だ
っ
た
。
彼
が
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
テ
オ
ド
シ
オ
ス
三
世
に
引
導
を
渡
し
た
こ
と
、
そ
し
て
他

の
人
々
も
「
元
老
院
議
員
た
ち
」
や
「
行
政
府
の
要
人
た
ち
」
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
ゲ
ル
マ
ノ
ス
だ
け
で
は
な
く
他
の
人
々
も
、
元
来

は
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
上
世
を
支
持
し
、
彼
の
政
権
を
支
え
て
い
た
人
々
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
か
つ
て
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
上
世
を
支

え
て
い
た
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
有
力
な
文
官
た
ち
が
レ
オ
ン
の
皇
帝
即
位
を
支
持
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
場
合
、
以
下
の
二
点
が
解
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
一
に
、
申
央
政
府
の
要
人
た
ち
は
な
ぜ
レ
オ
ン
を
支
持
し
た
の
か
。
第
二

に
、
テ
オ
ド
シ
オ
ス
三
世
を
擁
立
し
た
テ
マ
・
オ
プ
シ
キ
オ
ン
は
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
っ
た
の
か
。

　
第
一
の
点
に
対
し
て
は
容
易
に
そ
の
答
え
が
用
意
で
き
る
。
レ
オ
ン
は
テ
オ
ド
シ
オ
ス
三
世
が
即
位
し
た
後
も
、
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ
世
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

支
持
す
る
と
称
し
て
い
た
。
無
論
こ
れ
は
テ
オ
ド
シ
オ
ス
三
世
に
反
抗
す
る
ロ
実
だ
ろ
う
。
し
か
し
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
要
人
た
ち

が
、
レ
オ
ン
を
す
ぐ
に
受
け
入
れ
て
い
る
こ
と
も
無
視
で
き
な
い
。
恐
ら
く
レ
オ
ン
は
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ
世
時
代
か
ら
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ

ノ
ー
プ
ル
の
有
力
文
官
た
ち
と
も
何
ら
か
の
関
係
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
レ
オ
ン
が
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ
世
に
よ
っ
て
ア
ナ
ト
リ

コ
ン
の
ス
ト
ラ
テ
ー
ゴ
ス
に
登
用
さ
れ
た
こ
と
と
関
係
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ
世
に
認
め
ら
れ
、
頭
角
を
現
し
て
き
た
レ
オ
ン

は
、
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ
世
を
支
え
て
い
た
（
あ
る
い
は
、
レ
オ
ン
と
同
じ
く
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ
世
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
、
頭
角
を
現
し
て
き
た
）
三

都
の
文
官
た
ち
に
と
っ
て
も
、
受
け
入
れ
る
こ
と
の
で
き
る
人
物
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
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次
に
第
二
の
点
に
つ
い
て
分
析
し
た
い
。
テ
オ
ド
シ
オ
ス
三
世
の
時
代
、
恐
ら
く
テ
オ
ド
シ
オ
ス
三
世
の
息
子
が
オ
プ
シ
キ
オ
ン
の
コ
メ
ス

を
勤
め
て
い
た
。
そ
し
て
彼
は
オ
プ
シ
キ
オ
ン
を
率
い
て
小
ア
ジ
ア
の
ニ
コ
メ
デ
ィ
ア
で
レ
オ
ン
た
ち
と
対
慰
し
た
も
の
の
、
レ
オ
ン
は
容
易

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

に
テ
オ
ド
シ
オ
ス
三
世
の
息
子
や
幕
僚
た
ち
を
捕
ら
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
オ
プ
シ
キ
オ
ン
は
レ
オ
ン
た
ち
に
対
し
て
目
立
っ
た
抵
抗
を
行
わ

ず
、
彼
の
即
位
を
積
極
的
に
阻
止
し
よ
う
と
は
し
て
い
な
い
。

　
こ
う
し
た
動
き
の
要
因
と
し
て
、
第
二
章
で
指
摘
し
た
よ
う
な
皇
帝
が
求
め
ら
れ
る
軍
事
的
な
成
果
を
、
テ
オ
ド
シ
オ
ス
三
世
が
あ
げ
ら
れ

な
か
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
テ
オ
ド
シ
オ
ス
三
世
の
時
代
、
ア
ラ
ブ
は
小
ア
ジ
ア
の
奥
深
く
に
侵
攻
し
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
包

囲
は
時
間
の
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
状
況
下
、
ア
ラ
ブ
の
攻
撃
を
撃
退
す
る
こ
と
の
で
き
る
有
能
な
軍
人
が
希
求
さ
れ
て
い
た
。
ニ

ケ
フ
ォ
ロ
ス
が
「
テ
オ
ド
シ
オ
ス
の
経
験
の
欠
如
と
敵
軍
に
対
し
て
抵
抗
す
る
能
力
が
十
分
に
は
な
い
こ
と
を
考
え
て
」
と
伝
え
て
い
る
の
は
、

こ
の
こ
と
を
明
確
に
示
し
て
い
る
。
厳
し
い
状
況
下
、
オ
プ
シ
キ
オ
ン
も
レ
オ
ン
の
皇
帝
就
任
を
認
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
な
お
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
近
郊
に
駐
屯
す
る
軍
事
力
と
し
て
は
、
オ
プ
シ
キ
オ
ン
の
他
に
艦
隊
も
存
在
し
た
。
だ
が
艦
隊
が
レ
オ
ン

の
即
位
に
反
対
し
た
形
跡
は
な
い
。
ア
ラ
ブ
に
よ
る
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
包
囲
の
際
に
、
レ
オ
ン
三
世
が
艦
隊
を
積
極
的
に
活
用
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

自
ら
艦
隊
の
指
揮
を
と
っ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
艦
隊
も
レ
オ
ン
三
世
の
即
位
を
支
持
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
理
由

と
し
て
は
、
レ
オ
ン
自
身
に
艦
隊
指
揮
の
経
験
が
あ
る
こ
と
や
、
艦
隊
も
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ
世
に
よ
っ
て
強
化
さ
れ
た
組
織
で
あ
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
要
す
る
に
、
レ
オ
ン
は
テ
マ
・
ア
ル
メ
ニ
ア
コ
ン
の
ス
ト
ラ
テ
ー
ゴ
ス
だ
っ
た
ア
ル
タ
バ
ス
ド
ス
の
支
持
を
得
て
、
帝
位
を
め
ざ
し
て

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
へ
進
撃
し
た
。
こ
の
際
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
有
力
な
文
官
た
ち
は
レ
オ
ン
を
支
持
し
て
テ
オ
ド
シ
オ
ス

三
世
に
退
位
す
る
よ
う
説
得
し
た
。
こ
れ
は
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
有
力
文
官
た
ち
が
元
来
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ
世
の
政
権
を
支
え

て
い
た
人
々
で
あ
り
、
同
じ
く
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ
世
に
よ
っ
て
抜
擢
さ
れ
た
レ
オ
ン
と
何
ら
か
の
関
係
を
持
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
同
じ

く
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ
世
と
の
関
係
が
深
い
首
都
の
艦
隊
も
レ
オ
ン
を
支
持
し
た
。
テ
オ
ド
シ
オ
ス
三
世
を
擁
立
・
支
持
し
た
テ
マ
・
オ
プ
シ
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キ
オ
ン
も
、
ア
ラ
ブ
が
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
迫
る
緊
急
の
状
況
下
、
テ
オ
ド
シ
オ
ス
三
世
に
軍
事
的
才
能
が
欠
如
し
て
い
た
た
め
に
、

レ
オ
ン
の
即
位
を
認
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
レ
オ
ン
三
世
は
首
都
に
い
た
中
央
政
府
の
要
人
た
ち
と
、
軍
隊
の
双
方
の
支
持
を
取

り
付
け
る
こ
と
に
成
功
し
、
皇
帝
位
に
つ
い
た
の
で
あ
る
。
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レ
オ
ン
三
世
は
即
位
直
後
、
ア
ラ
ブ
の
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
攻
撃
を
切
り
抜
け
る
。
軍
事
的
成
功
を
手
に
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼

の
皇
帝
と
し
て
の
地
位
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
は
疑
え
な
い
。
だ
が
、
そ
れ
で
も
な
お
彼
の
政
権
基
盤
が
盤
石
な
も
の
と
な
っ
た
わ
け
で
は
な
か

っ
た
。
は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、
レ
オ
ン
三
世
の
治
世
初
期
に
は
二
つ
の
陰
謀
が
発
覚
し
て
い
る
。
特
に
七
一
九
年
頃
に
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス

ニ
世
に
よ
っ
て
起
こ
さ
れ
た
陰
謀
は
、
前
章
で
も
触
れ
た
よ
う
に
マ
ギ
ス
ト
ロ
ス
の
ニ
ケ
タ
ス
“
ク
シ
ュ
リ
ニ
テ
ス
ら
、
中
央
政
府
の
要
人
た

ち
も
参
画
し
て
い
た
。
治
世
初
期
の
レ
オ
ン
三
世
は
、
中
央
政
府
の
有
力
者
た
ち
の
離
反
の
危
険
性
を
気
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
だ
が
陰
謀
は
失
敗
に
終
わ
る
。
軍
の
支
持
が
な
く
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
掌
握
も
で
き
て
い
な
い
状
況
下
、
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ

世
の
復
権
が
困
難
だ
っ
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。
ま
た
陰
謀
の
露
見
は
、
首
都
内
に
お
い
て
も
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ
世
を
支
持
す
る
勢

力
が
大
き
く
な
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
既
に
中
央
政
府
の
有
力
者
た
ち
も
、
大
半
は
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
鼠
食
で
は
な
く
レ
オ
ン
三
世
を
支

え
る
集
団
へ
と
、
転
化
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
陰
謀
発
覚
後
、
レ
オ
ン
三
世
は
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ
世
や
ニ
ケ
タ
ス
擁
ク
シ
ュ
リ
ニ
テ
ス
ら
を
処
刑
し
た
。
こ
れ
は
首
都
の
有
力
者
内
に
な

お
存
在
し
て
い
た
、
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ
世
の
復
位
を
期
待
す
る
勢
力
を
完
全
に
駆
逐
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
恐
ら
く
こ
の
時
に
、
最

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

大
の
盟
友
で
あ
る
ア
ル
タ
バ
ス
ド
ス
を
、
オ
プ
シ
キ
オ
ン
の
コ
メ
ス
に
任
命
す
る
。
こ
の
施
策
は
レ
オ
ン
三
世
の
没
後
に
大
き
な
内
戦
を
引
き

起
こ
す
こ
と
に
な
る
よ
う
に
、
根
本
的
な
事
態
の
解
決
に
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
少
な
く
と
も
レ
オ
ン
三
世
の
時
代
に
は
有
効
に
機
能
し
た
。

　
七
一
九
年
頃
の
陰
謀
を
収
拾
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
レ
オ
ン
三
世
は
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
有
力
文
官
た
ち
と
軍
の
双
方
の
、
完
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

な
掌
握
に
ほ
ぼ
成
功
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
二
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
続
い
て
い
た
「
混
乱
の
時
代
」
に
も
終
止
符
を
打
つ
も
の
だ
っ
た
の
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。

⑨
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ユ
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ノ
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テ
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。
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反
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し
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近
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五
　
お
　
わ
　
9
1
　
に

　
最
初
に
、
本
稿
で
の
考
察
を
総
括
し
て
お
き
た
い
。

　
「
混
乱
の
時
代
」
の
約
二
〇
年
間
、
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
政
情
は
激
し
く
混
乱
し
た
。
こ
の
時
代
の
皇
帝
た
ち
が
長
期
に
わ
た
っ
て
帝
位
を
維

持
で
き
な
か
っ
た
理
由
は
、
そ
の
支
持
基
盤
の
脆
弱
さ
に
求
め
ら
れ
る
。
帝
位
の
維
持
の
た
め
に
は
、
軍
隊
と
中
央
政
府
の
双
方
を
掌
握
す
る

こ
と
が
不
可
欠
の
条
件
だ
っ
た
。
ま
た
、
首
都
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
物
理
的
な
掌
握
や
、
比
較
的
高
い
社
会
的
出
自
、
そ
し
て
軍
事

的
な
成
功
も
、
皇
帝
に
就
任
す
る
た
め
の
必
須
条
件
と
な
っ
て
い
た
。
「
混
乱
の
時
代
」
の
諸
皇
帝
は
、
少
な
く
と
も
そ
の
い
ず
れ
か
の
支
持

が
欠
け
て
い
る
者
が
多
か
っ
た
。

　
そ
れ
に
対
し
て
レ
オ
ン
三
世
は
、
こ
う
し
た
条
件
を
満
た
し
て
い
た
人
物
で
あ
っ
た
。
彼
は
従
来
考
え
ら
れ
て
い
た
ほ
ど
、
低
い
社
会
階
層

の
出
身
で
は
な
い
。
そ
し
て
艦
隊
を
含
む
軍
隊
の
幅
広
い
支
持
を
獲
得
し
、
首
都
か
ら
ア
ラ
ブ
軍
を
撃
退
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
軍
事
的
な
名
声

を
も
獲
得
し
た
。
さ
ら
に
彼
は
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
蓋
世
に
よ
っ
て
登
用
さ
れ
て
お
り
、
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ
世
を
支
持
し
て
い
た
中
央
の
有
力

者
た
ち
に
と
っ
て
も
受
け
入
れ
や
す
い
人
物
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
レ
オ
ン
三
世
は
当
時
の
帝
国
を
支
え
る
集
団
か
ら
、
幅
広
い
支
持
を
集
め

る
こ
と
に
成
功
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
、
地
方
に
拠
点
を
持
つ
軍
と
中
央
政
府
の
双
方
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
の
必
要
性
は
、
八
世
紀
前
半
ま
で
に
徐
々
に
姿
を
現
し
て
き

た
新
し
い
ビ
ザ
ン
ツ
国
家
が
、
ど
の
よ
う
な
原
理
で
運
営
さ
れ
て
い
た
の
か
を
示
す
も
の
で
も
あ
る
。

　
七
世
紀
、
地
方
で
は
行
政
機
構
の
軍
事
化
が
進
展
し
た
。
す
な
わ
ち
元
来
純
粋
な
軍
管
区
に
過
ぎ
な
か
っ
た
テ
マ
が
、
地
方
の
行
政
権
を
も

徐
々
に
吸
収
し
て
い
っ
た
。
中
央
に
テ
マ
に
対
抗
で
き
る
よ
う
な
本
格
的
な
軍
事
力
が
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
リ
ー
リ
エ
が
指

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

凝
し
て
い
る
よ
う
に
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
中
央
政
府
は
地
方
に
対
し
て
は
限
定
的
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
か
で
き
な
か
っ
た
。
か
か
る

状
況
で
は
、
軍
1
1
地
方
の
支
持
を
得
て
軍
事
的
成
功
を
収
め
う
る
能
力
を
持
っ
た
人
物
で
な
け
れ
ば
、
帝
位
の
維
持
は
困
難
だ
っ
た
。
軍
ほ
地
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②

方
を
掌
握
す
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
「
混
乱
の
時
代
」
の
皇
帝
た
ち
は
、
そ
の
地
位
を
長
く
維
持
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
地
方
は
中
央
か
ら
分
離
・
独
立
し
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
地
方
で
反
乱
を
起
こ
し
た
テ
マ
は
常
に
首
都
を
め

ざ
麺
と
い
ゑ
克
逆
説
的
な
現
象
が
生
じ
て
い
る
・
は
じ
め
に
銘
し
た
よ
う
に
・
こ
れ
ま
で
の
概
究
は
一
ア
マ
の
動
向
呈
に
零
し
て
き

た
。
だ
が
そ
れ
だ
け
で
は
、
な
ぜ
テ
マ
が
中
央
か
ら
分
離
せ
ず
、
こ
の
よ
う
に
み
な
中
央
を
め
ざ
す
の
か
一
1
換
雷
す
れ
ば
な
ぜ
七
－
八
世
紀

に
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
が
分
解
・
崩
壊
せ
ず
に
国
家
統
合
が
維
持
さ
れ
た
の
か
一
を
、
明
確
に
説
明
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　
本
稿
で
の
検
討
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
解
答
を
与
え
て
く
れ
よ
う
。
七
－
八
世
紀
の
小
ア
ジ
ア
の
テ
マ
は
い
ず
れ
も
規
模
が
大
き
く
、

相
互
に
ほ
ぼ
拮
抗
し
た
軍
事
力
を
持
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
あ
る
テ
マ
が
帝
国
の
実
権
を
握
ろ
う
と
し
て
も
、
他
の
テ
マ
が
そ
れ
に
反
対
す
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
④

と
い
う
状
況
に
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
他
の
テ
マ
に
対
し
て
優
位
に
立
つ
た
め
に
は
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
を
掌
握
し
、
さ
ら
に
中
央

政
府
や
そ
れ
を
動
か
し
て
い
る
有
力
な
官
僚
た
ち
の
支
持
を
得
る
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
テ
オ
ド
シ
オ
ス
三
世
を
擁
し
た
テ
マ
・
オ
プ

シ
キ
オ
ン
の
よ
う
に
申
央
の
有
力
者
た
ち
を
な
か
ば
抑
圧
し
た
政
権
が
短
期
間
で
崩
壊
し
た
こ
と
、
～
方
で
中
央
の
有
力
者
た
ち
と
連
携
し
て

テ
マ
・
オ
プ
シ
キ
オ
ン
に
対
す
る
優
位
を
形
成
し
た
レ
オ
ン
三
世
の
成
功
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
中
央
政
府
は
、
帝
國
の
実
権
を
め
ぐ
る
テ
マ
同
士
の
対
立
・
競
合
関
係
の
な
か
、
帝
国
全
体
の
支
配
の
た
め
の
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン

グ
ボ
ー
ト
を
握
る
形
に
な
っ
て
い
た
。
他
方
、
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ
世
の
例
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
中
央
政
府
の
有
力
者
の
み
で
政
権
を
維

持
し
て
い
く
こ
と
は
不
可
能
で
、
彼
ら
も
テ
マ
と
連
携
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
テ
マ
“
地
方
も
中
央
政
府
も
、
皇
帝
を
選
出

し
、
帝
国
を
運
営
し
て
い
く
た
め
の
不
可
欠
な
要
素
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
た
め
に
互
い
を
必
要
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
稿
で
考
察
し
た
時
期
は
、
時
間
を
か
け
て
少
し
つ
つ
進
ん
で
い
っ
た
変
化
の
末
、
中
期
ビ
ザ
ン
ツ
国
家
が
姿

を
現
し
た
時
期
で
あ
る
。
中
期
ビ
ザ
ン
ツ
の
時
代
に
も
、
古
代
末
期
と
同
様
に
軍
は
皇
帝
選
出
時
に
決
定
的
な
影
響
力
を
及
ぼ
し
続
け
て
い
た
。

だ
が
我
々
は
そ
れ
と
同
時
に
、
中
央
政
府
の
有
力
者
た
ち
の
果
た
し
て
い
た
役
割
を
軽
視
す
る
べ
き
で
は
な
い
。
彼
ら
は
後
期
ロ
ー
マ
帝
国
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

時
代
と
は
違
っ
て
、
皇
帝
選
出
儀
礼
の
際
の
名
目
的
な
「
皇
帝
任
命
権
者
」
と
し
て
の
元
老
院
・
元
老
院
議
員
に
と
ど
ま
ら
な
い
重
要
性
を
獲
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⑥

得
し
つ
つ
あ
っ
た
。
中
央
政
府
の
有
力
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た
ち
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八
世
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初
頭
ま
で
に
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中
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ン
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政
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動
か
し
て
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く
不
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欠
な
プ
レ
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ヤ
ー
に
な
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
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レ
オ
ン
三
世
は
テ
マ
の
支
持
に
立
脚
し
た
単
な
る
「
軍
人
皇
帝
」
で
は
な
か
っ
た
。
彼
は
中
期
ビ
ザ
ン
ツ
国
家
の
皇
帝
選
出
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク

ス
を
巧
み
に
活
用
し
て
皇
帝
に
選
出
さ
れ
、
そ
し
て
長
期
に
わ
た
っ
て
帝
位
を
維
持
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。

①
菊
㍉
｝
．
い
…
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留
§
燵
慾
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§
駄
㌘
算
密
町
”
お
①
♪
ω
．
α
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②
「
混
乱
の
時
代
」
以
前
で
も
、
コ
ン
ス
タ
ン
ス
ニ
世
（
在
位
六
四
一
一
六
六
八

　
年
）
は
対
ア
ラ
ブ
戦
略
に
対
す
る
軍
の
不
満
か
ら
暗
殺
さ
れ
て
い
る
。
拙
稿
「
コ

　
ン
ス
タ
ン
ス
帰
塁
の
シ
チ
り
ア
進
出
－
七
世
紀
中
盤
の
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
と
中
部
地

　
中
海
1
」
『
史
林
』
八
一
－
五
、
一
九
九
八
年
、
一
四
四
1
一
六
四
頁
、
一
六
一

　
頁
。

③
中
谷
前
掲
論
文
、
三
一
ペ
ー
ジ
参
照
。

④
。
｛
．
密
Φ
α
q
こ
「
‘
。
や
。
貫
℃
．
b
。
O
ω
■

⑤
元
老
院
が
「
皇
帝
任
命
権
者
」
と
し
て
の
公
的
・
制
度
的
な
地
位
を
獲
得
す
る

　
の
は
六
世
紀
以
降
で
あ
る
。
じ
決
や
。
や
鼻
こ
ω
．
卜
。
一
－
b
。
卜
。
．
”
o
｛
．
渡
辺
前
掲
書
、
九

　
一
一
九
三
頁
。
ゆ
え
に
八
世
紀
前
半
に
お
け
る
こ
う
し
た
状
況
は
、
古
代
末
期
以

　
来
連
続
し
て
い
た
変
化
の
　
環
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
か
も
し
れ
な
い
。

⑥
た
だ
し
こ
の
こ
と
は
、
七
－
八
世
紀
の
中
央
政
府
の
高
官
た
ち
が
貴
族
層
と
し

　
て
安
定
し
た
集
団
を
形
成
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
の
で
は
な
い
。
U
蕪
P
o
℃
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o
蹄
　
ω
．
①
b
⊃
－
①
Q
o
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⑦
こ
う
し
た
状
況
は
九
世
紀
に
も
確
認
で
き
る
。
拙
稿
「
ミ
カ
エ
ル
中
世
と
『
従

　
者
団
駈
一
九
世
紀
中
盤
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
皇
帝
と
支
配
構
造
1
」
『
史
林
駈

　
七
八
－
二
、
　
九
九
五
年
、
三
八
一
七
四
頁
参
照
。
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　　　　　　　　　　　　　　　　The　Dynamics　of　the　Election

of　the　Byzantind　Emperors　in　the　Seventh　and　Eighth　Centuries：

　　　　　　　　　　　The　Emperors　of　the‘‘Age　of　Anarchジ

by

KoBAYASHI　lsao

　　For　a　period　of　about　twenty　years，　from　the　end　of　the　seventh　century　to　the

beginning　of　the　eighth　century　（695－717），　the　Byzanime　Empire　experienced

great　confusion　in　its　intemal　affairs：　rebebions　and　conspiracies　against　emperors

occurred　frequentiy，　and　all　emperors　during　the　period　were　deposed　violently．

It　was　not　unti1　the　accession　of　．Leo　III　（717－41）　that　this　“Age　of　Anarchy”　was

brought　to　an　end．　This　study　analyzes　the　dynamics　of　the　election　of　emperors

dur血g　the‘‘Age　of　Anarchy”and　the血st　years　of　Leo　IIrs　reign．

　　Anu孤ber　of　Byzan樋sts　have　previously　given　consideration　to　the辻血uence　of

the　theme，　corps　of　the　Byzantine　army，　kl　the　elections　du血g　this　period．

Considerable　attention　has　also　been　paid　to　the　actions　of　the　Theme　of　OPsileion，

which　was　stationed　near　ConstEmtinople，　and　to　the　significance　of　it　being　an

Imperial　Guard　directly　attached　to　the　throne．

　　Indeed，　we　cannot　ignore　the　actions　of　the　theme　in　examming　the　political

circumstances　of　the　empire　during　this　period．　But　we　must　focus　not　only　on

the　theme　stationed　in　the　countryside，　but　also　the　high－ranking　civi1　oficials　in

Constantinople．　For　example，　when　Artemjus，　the　Prottzseleretis　（rninister　of　the

imperial　secretary）　was　crowned　and　renamed　Anastasius　II　（713－15），　he　acquired

the　support　of　the　othciais　of　Constantinopie　and　the　demes，　factions　of　the　circus，

which　were　under　the囲uence　of　the　high－rank血g　of丘cials．　However，　the　thelne

scarcely　played　a　significant　role　in　this　coup　d’etat．　Throughout　Anastasius　II’s

reign，　the　relations　between　the　emperor　and　the　various　theme，　especiaily　the

Theme　of　Opsikion，　were　strained．　For　this　reason，　the　Theme　of　Opsikion

revolted　against　him　in　715　and　made　Theodosius　III　（715－17）　the　new　emperor．

Theodosius　III，　however，　faled　to　gain　the　support　of　the　central　administration

and　those　theme，　other　than　the　Opsikion．　Due　in　part　to　this　failure，　he　was

deposed．

　　In　this　way，　all　ernperors　during　the　“Age　of　Anarchy”　fafted　to　obtain　the

support　of　either　the　theme　or　the　central　administration，　or　both．　On　the　other
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hand，　Leo　III　succeeded　in　acquiring　the　support　of　both．　He　was　an　experienced

general　and　he　had　been　a　strategos（n曲tary　governor　of　a　theme），　of　Ana旋）」舵。η

before　his　succession．　ln　addition，　many　high－ranking　oMcials　of　the　central

adrninistration　supported　him；　many　of　whom　had　supported　Anastasius　II　in　713．

The　reason　high－ranl〈ing　othcials　approved　of　Leo　III　can　be　attributed　to　his　early

career．　He　had　been　appointed　strategos　of　Anatolikon　by　Anastasius　II　and　had

revolted　against　Theodosius　III　shortly　after　Anastasius　II　was　deposed．　Leo　III

is　likely　to　have　had　a　close　reia亡ions｝面with　Anastasius　II，　who　had　also　sought　to

build　a　close　relationship　with　the　ablest　general　in　order　to　gain　the　support　of　the

theme．　For　this　reason，　many　high－ranking　othcials　of　the　central　administration

supported　him　in　717．

　　ln　conclusion，　this　tltesis　argues　that　it　was　necessary　to　gain　the　support　of

both　the　central　administration　and　the　theme　in　the　countryside　in　order　to

maintain　the　rank　of　emperor　durir｝g　this　period．　Leo　III　succeeded　in　this，　and

for　this　reason，　he　was　able　to　maintain　his　place　on　the　throne　for　over　twenty

years．

The　Accumulation　of　Shouen　Holdings　by　the　Tokudaiji　Fafnily

by

SAEKI　Tomohiro

　　The　process　of　the　Tokudaiji　family’s　accumulation　of　shouen，　estates，　was

characterized　by　the　synchronization　of　their　actions　with　the　political　situation．

　　in　the　fu　st　half　of　the　Toba　insei，　the　period　of　rule　by　Retired　Emperor　Toba，

the　TokudaiJi　family　established　shoueR　by　exploiting　their　relatioRship　with　the

royal　fatnily　by　maniage．　They　also　contributed　to　the　establishment　of　other

shouen　of　the　royal　family．

　　However，　in　the　second　half　of　the　Toba　insei，　the　Tokudaiji　family　was　unable

to　estabHsh　shouen　on　their　own　due　to　the　rise　of　the　faction　of　B血kumon一｛n．

They，　instead，　established　shouen　with　the　support　of　their　political　allies　Fujiwara

no　Tadazane　and　Fujiwara　no　Yoimaga．

　　After　the　succession　of　Emperor　Go－Shirakawa　to　the　throne，　the　Tokudaiji

developed　a　relationship　with　the　emperor　by　marriage　and　were　thus　able　to

establish　shouen　on　their　own．　Then，　when　the　faction　of　Emperors　Nijou　and
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